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1 170.0 195.0 | 206.0 195.¢ | 215.0 244.0 | 231.0 | 254.0 278.0 | 227.0 | 345.0 [ 402.0
12 168.0 192.0 200.0 195. 0 - 232.0 | 237.0 | 267.0 | 231.0 -
FHy ) 172.1 178.3 | 198.4 197.5 |..168.8 245.5 | 233.7 255.8 | 254.8 | 209.3
{ix) ®D{X%ﬁﬂuyFVbe%ﬁ@u{Xﬁw77$9¥—u$5ﬂvwEy%:1~1%7&—+9a+w

o4 X-F7- 0 Fr7L A

1871 =100o

9. fRinAMIREDOHRS

L 19874E11 A vo & 5F) O HE A AR RS i 1965, 7~1066. 6=100 FEMAMRAEHIE

2001 2002 2003

HK & 4 iR R &% % i EXE IR EPE

W8] F G/T|F D/W, & ] F G/T[F D/W| %] /T D/W B %] T G/T[F D/W %5 1 G/T1F D/W| B &[T /T[T D/W
1 {265 2,354 2,775| 41 784 1,4771242 1,754 1,966, 40 792 1,528|241 1,859 1,958| 43 905 1,838
2 259 2,194 2,497| 3% 739 1,382|232 1,714 1,899| 40 666 1,259|236 1,865 1,911| 44 741 1,488
3 {258 2,174 2,489! 40 971 1,883(229 1,728 1,887| 40 683 1,305(237 1,770 1,791} 45 485 940
4 256 2,127 2,463, 39 647 1,203(238 1,896 2,061 42 692 1,310/232 1,687 1,720| 44 361 706
5 |247 2,063 2,379| 38 645 1,199(230 1,763 1,946] 41 635 1,19%/224 1,525 1,555 46 525 1,016
§ 1943 2,031 2,341 37 644 1,196]221 1,742 1,936| 42 637 1,202|215 1,441 1,513 48 527 1,019
7 1236 1,837 2,173| 37 644 1,196|222 1,678 1,8741 43 832 1,657[226 1,556 1,719) 48 524 1,014
g 248 1.818 2,106| 35 619 1,154|223 1,667 1,861| 47 1,475 3,004,215 1,477 1,633 50 786 1,569
9 1243 1,745 2,032) 3% 8§68 1,667[229 1,727 1,927| 47 1,550 3,155(218 1,407 1,534) 50 784 1,567
10 1237 1,682 1,965| 37 863 1,661|228 1,682 1,937 48 1,562 3,173(203 1,273 1,383| 53 709 1,414
11 1238 1,722 1,996 38 864 1,681(225 1,658 1,878 50 1,556 3,162|209 1,320 1,406) 52 706 1,407
12 243 1,820 2,147 41 1,054 2,083|220 1,633 1,841] 47 1,480 3,000
() 4>74—<RFOOAL A ¥ TrF4 7Ny erATL D,
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平成16年1月20日発行　毎月マ回20日発行　No，522昭和47年3月8日第3種郵便物認可2004シングル八ルタンカーのフェーズアウト前倒しが確定一IMO第50回海洋環境保護委員会（MEPC）の模様一　　　　　　　　　磁鳶1謡；；1濠認総i・1：零1．せんぎょう羅研〜h塁12い嚢忙　　　　済ね鴇�`　や、−　》　　曝イ　苧　琴孚，　遥、　ド一　毒　　　，　樽　　　　−」．　曳　　　一11」噺弊融タンか�轄k　ENEOSβREEZE、原油．^ンカー　159，gogqr「　（総トン）301，013DIW（重量トノ）全長、333m繋累．：2003年9月18日　こルき　　　　　　に2004年新春を迎えて日本船主協会会長【】草刈隆郎1［曝。、サミットが企業に要請したこと毎日新聞社論説委員編集局特別委員ロ玉置和宏2［一）．　　　　　　　　　　　　　4酪曇，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　41．シングル八ルタンカーのフェーズアウト前倒．しが確定　一IMO第50回海洋環境保護委員会（MEPC）の模様一2．点検用固定通路に関する規則の改正について検討を　行うことが決定　一IMO第23回総会における審議結果一3．海賊問題、バラスト水管理問題に強い懸念　一アジア船主フォーラム第10回航行安全および環境委員会の模様一・・’葭4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　121．現行海運税制の存続が決まる一平成16年度海運関係税制改正・予算が決定一　　　　　　　ヒ2．最近の海外競争法の動き　一ケミカルタンカー船社に対する米欧での調査一トンガ王国海員学校元株式会社商船三井機関長【】池畑英樹22［一、．宇部興産海運株式会社船舶部技術グループ【】植木雅次24海運日誌（12月）25船協だより　　　26海運統計編集雑感71つ一3尼僧琶灘鉱　　　　　　　　　　　　　32海運税制の充実・改菩について【海運税制キャンペーン1晶悪蝋、薫三冠ム認灘謙蝋蟹r　ーノぐノθ8蟹言　彫　旨1？暫．　レサ　らは　騨転　　　も　・、・．．1、に．r　昨年を振り返って見ますと、国連の停戦決議に基づく武装解除の査察をめぐりイラク情勢が緊迫する中で年が明け、3月20日（日本時間）には、平和を願うわれわれ海運業界の願いも空しく米英軍によるイラクへの軍事攻撃が開始されました。日本関係船舶および乗組員への被害も無く事態が沈静化したのは何よりでしたが、昨年丁1月には日本人外交官2人が殺害されるという痛ましい事件も発生し、イラク国内の戦後復興の行方とともに湾岸情勢は依然として不透明な状況にあります。　また、イスラエルとパレスチナをめぐる中東情勢も好転の兆しすら見えず、2001年9月の米国同時多発テロ以降、世界情勢はますます混迷の度を深め、世界中いつどこででも不測の事態が起こり得るという危惧を拭い去ることはできません。さらに、東南アジア海域を中心として海賊事件の発生件数が依然として増加傾向を辿っていることも、不安材料の一つとして数えられますが、船舶航行の安全を第一義として物資の安定輸送に万全を期して行く所存です。　一方、国内に目を転じますと、上場企業の2004年3月期の業績予想では、過去最高益を達成することが見込まれています。海運業界も、円高傾向やバンカー油の高騰といった不安要因はあるものの、各社の合理化努力に加え、定期船、不定期船、タンカー市況がそろって全面高となり、昨年9月目中間決算においては、総じて外航海運企業各社の収益が大幅に改善されたのは大変喜ばしいところです。しかしながら、長引く不況の中で、漸くわが国経済の行方にも明るさが見え始めたとは言え、世界的にはむしろデフレ懸念が増大する傾向にあって、先行き楽観を許すような状況には到底至っていないのが実情であります。　このように、わが国経済の再生が緊急に求められているような状況の中にあって、われわれ海運業界には、わが国の経済活動の基本インフラとして、物資の安定輸送という社会的使命を果たして行くことが要請されています。この使命を達成するためにも、規制の緩和を始めとする様々な制度改革の実現は是が非でも成し遂げなければなりません。　そのために、現在、重点的に取り組んでいる課題として、トン数標準税制の導入を初めとする海運税制の抜本的改善、構造的な改革を要する分野として、水先制度など港湾関連業務問題、内航海運および第二船籍問題への取り組み、さらに外国人船員問題への対応や当協会そのものの組織改革があります。これらの課題については7つのタスクフォース等を設置して取り組んでいるところですが、今年が実現に向けての正念場となります。また、これらの中には、自らの痛みを伴う改革も含まれますが、将来に亘って海運業界がより一層社会の付託に応えて行くためには、その痛みに耐え、これら課題の実現を図っていくことが不可欠だと考えています。　日本船主協会は、海運業界が時代の要請に応え、国民生活の向上と経済の発展に貢献できるよう、これからも全力で取り組んで行く所存です。ぜんきょう∫伽2004錨1　グローバリゼーションの深化は豊かな国と貧しい国との格差をさらに拡大した。同時に企業を巨大化することに手を貸すことになった。こうした見方に異論がある人は少ないはずである。しかしそのために我々は何をすべきかについての議論はまだ固まっていない。　私たちは東西冷戦の終えんによる経済のグローバル化が貧しい国を豊かに変えるチャンスを与えるものと考えてきた。確かに中国やアジアの国のようにその千載一遇の好機を逃がさなかった国も多い。発展途上国や旧共産圏諸国への投資や貿易の自由、資本の自由化などは文字どおり地球的な規模での経済拡大につながったのは事実だ。しかしそうした国はむしろ少数でアフリカや中東のように一層貧困の世界にもがく国々が多くなったことを知ることになった。「グローバリゼーションの恩恵を受けたのはわずか3ダースの国である」（キューバのカストロ国家評議会議長の2000コ口レニアム国連総会での演説）のほうが真実に近いことを知ったのである。このことは世界経済を統治するには新たな発想の転換とキーワードが必要になってきたことを示している。　6年連続で主要国首脳会議（G8サミット）をそれぞれの国で取材する機会に恵まれた。昨年はフランスの保養地エビアンでの会合だったが、イラク問題をめぐる「ブッシュ対シラク」の政治対立の構図を眼前で見て、国際政治のしたたかさと厳しさを改めて感じざるを得なかった。その感想を一言でいうなら国と国の外交は60年前のポツダム会談の当時と少しも変わらず世界を分割し制覇するという2σ世紀的発想がまだこの21世紀の世界でも生き続けていると思ったものである。　ブッシュ米大統領がエビアンの会議場に到着した時、シラク仏大統領と固い握手をしてみせた。しかしそれも一瞬でわずか数秒後にはブッシュ氏はシラク仏大統領の手を振りほどいたのである。シラク大統領は一瞬困惑の面持ちで「だだっこを何とかなだめよう」という表情を隠そうとしなかった。それを現認した私たち記者から言えばブッシュ氏は明らかに「イラク問題でフランスに罰を与えるためにエビアンに来た」のであり、それを報道を通じて米国民に知らせることを第一義だと考えたのだろう。　しかしいずれ彼らは外交方程式の変数が一つ変われば（例えばイラク問題）素早くまた緊密な大西洋を挟んだ同盟国に戻るだろう。それはきのうきよう結んだ同盟ではない。長い間西欧文明を共有し、18世紀以来の相互依存関係の成熟度があって初めて成り立っている恒等式なのである。　しかしここで筆者が強調したいのはそうした変わり身の早い国際政治の実態ではない。特筆したいのはサミットに出席する首脳の関心はいまや「成長重視の経済」からむしろ「社会の安定」にシフトしていることについてである。言い換えれば国と国の貧富の拡大、企業の巨大化C�d2魯ぜんきょうノ如2004（の弊害を如何に先進国が制御し統治するかにサミット会合の重点が移って来たということではないか。そうした点で言えばエビアン・サミットはシラク氏が当初から主張してきたサミット史上初の「CSR（社会的責任〉サミット」として記憶されるに違いない。　フランスの意図は前年のカナダのカナナスキス’サミットから生まれたものである。02年のカナダのサミットは米国の巨大企業「ワールドコム」の会計不祥事の発覚から始まった。96年のリヨン・サミッ．トは初めて「グローバル化の光と影」をメインテーマにした。　それはシラク大統領が最初にホストしたサミットだった。皮肉なことにその「影の部分」を実証するような事件が起こったのだ。その日ブッシュ大統領は米国資本主義の破綻という建国以来の大きな重荷を背負って．Tミットの会場であるカナナスキスへの気の進まない旅にやってきたのだろた。　実際彼はサミットが終了しても恒例の記者会見もせず逃げるようにワシントンに帰国してしまった。米国大統領が会見をしないで帰国したのは初めてのことである。それを観察していたシラク氏は来年のサミットのテーマにCSR（企業の社会的責任）を据えようと考えついたのであろう。　筆者はエビアンの美しい公園の中にある小劇場に設けられた会見場でシラク大統領の3日間の記者会見計ユ20分目全てカバーした。そこで彼のCSRに賭ける大きな思いが並々ならぬものであることを知った。シラク氏は3日間の会見中に何度も「このCSRをメインテーマにしたサミットが史上初めてのもので大きな意義を持つことを誇りにしたい」と繰り返し語っていたのである。　ところで「経済成長」一辺倒から「社会の安定」という二足のわらじ．を履くことになったサミットが「責任ある市場経済」と「企業の社会的責任」をどう具体化するのか、各論はこれからである。しかしはっきりしていることは、これからの市場経済重視の経済発展の中で企業の社会的な責任はますます大きくなって来たことを政治家が真剣に考え始めていることだけは確かである。それは欧州では企業家だけに任せて置けない問題になりつつあるからであろう。　日本における企業統治（コーポレート・ガバナンス）と社会的責任論は最近では昨年前半に経済同友会の小林陽太郎代表幹事（当時）の熱心な主導のもと「企業白書」がまとめられ、各企業の積極的な取り組みを促している。またこれに呼応して経済ジャーナリズムでも欧州先進国を中心とした海外のCSRへの取り組みを取材するようになって関心を高めている。前述したようにその道は決して容易ではないし難しい点も多い。日本の経済再生が未だなっていない段階でこうした議論は時期尚早という意見もある。しかし世界第二位の経済国家がCSRに率先して取り組む必要があるのは当然のことであろう。　グローバル化の先達である海運業界のウオッチャーとしてもう4半世紀が経過する。そのころ運輸省を担当した時の「海運白書」は中国商船隊の勃興への脅威が記述されていたのが印象．的だった。それから25年後中国経済は世界で最もグローバリ月一ションの光を一身に浴びているように見える。日本の海運業界もまたその好影響を受けて最も望ましい「ウィン、ウィン」ゲームの様相すらする。しかし海運業界に限らないがグローバル化は企業の巨大化と慢心を生みがちであり、それに反発する市民が増えつつあることに留意しなければならない。そうした兆候を欧州人はいち早く気づき始めている。欧州の企業の経営ボードにCSR担当を置く企業が増えていることがその証左だろう。　海運業界の社会的責任は海洋環境を守ることから始まる。便宜置籍船問題、外国人船員問題などに至るまで、70年代に議論されてきた従来の社会的な責任の概念とは違った広範な取り組みが必要になるだろう。　グローバル化と常に隣り合わせの海運業界は消費財を製造・販売する産業ではない。しかし市民社会を絶えず意識して社会的責任に取り組むべき使命があるζとを改めて強調したい。時代は一足飛びにやって来ているのだ。働ぜんぎょうル離20043NEW謝EW5閥εWS糊監W鯛酬蕊1羅糀鐙総癖国際会議レポ≒≒ト藩　2003年12月ユ日・4日にロンドンで開催されたIMO第50回海洋環境保護委員会（MEPC50）において、シングルハルタンカー（SHT）の規制を強化するMARPOL条約（海洋汚染防止条約）附属書1の改正案が採択された。今回の会合には、　日本政府代表団の一員．として、商船三井関執行役員、日本郵船楠瀬石油グループ長代理、増田当協会欧州地区事務局長他が出席した。　同改正条約では、SHTのフェーズアウト前倒しについては、2003年7月のMEPC49で打ち出された方向のとおり、原則2010年までにフェリズアウトし、旗国がCAS（Condi廿on　AssessmentScheme）の結果延命できると判断すれば、2015、年または船齢25年のいずれか早い日まで航行を認めることができることとなった。　重質油輸送については、EU提案を基本とし5，000DWT以上のSHTは2005年4月で（600−5，000DWTは2008年）重質油輸送を禁止するが、旗国の判断により、船齢25年まで航行を認めることができ（5，000DWT以上のSHTは一定種類の重質原油のみ）、また、内航船は免除できる等の例外規定が併記された。　CASにつし・ては、　CASに関するIMO非公式会合からのレポ」マトが提出され、ほぼその内容（5，000DWT以上のSHTは、2005年4月以降の中間／定期検査時にCASを実施する等）で採択された。　改正条約は2005年4月5日に発効する予定である。1．これまでの経緯　　（本誌2003年8月号P．2参照）　2002年U月にスペイン沖で沈没したバハマ籍SHT“プレスティージ号”の油汚染事故を受け、欧州連合（EU）は、同年12月、　S田の規制強化策（※〉のEU地域内での実施を打ち出すとともに、同規制強化策の国際レベルでの実施を目指すため、2003年4月、IMOに対してMARPOL条約附属書1の改正を求める提案を行った。EUの幌案は、2003年7月のMEpC49で最初の審議が行われた。〈4翻せんぎょう力η2004　※EUによるSHT規制強化策（同内容のものをIMO　　にも提案）　�@SHTのフェーズアウトの前倒し（現行2015　　年→2010年〉　�A600DWT以上のSHTによる重質油輸送の　　禁止　�BCASの拡大適用規制　MEPC49では、　EU提案の世界のエネルギー輸送に与える影響や、若齢SHTの2010年での使用禁止を懸念する意見が日本、ブラジル、インドなど、アジアや中南米の国々から提出され、結果として、SHTの最終使用期限についてはEU案と同じ2010年とし、CASを条件に2015年までは一定船齢まで使用できるとする延命規定を盛り込んだ条約改正案が作成された。また、EU提案にあるSHTによる重質油輸送の禁止とCASの拡大適用についてはMEPC49では内容を詰め切れずMEPC50で検討を行うこととなった。EUは、　MEPC49でIMOの下での国際規制の実施への道筋が見えたにも拘わらず、2003年10月21日、前出のSHT規制．をEU域内に導入した。このような中、MEPC50では、国際的なルールの実施に向け、MARPOL条約附属書1の改正案の審議が行われた。2．MEPC50での審議結果の概要　　（【表1】参照）（1）SHTのフェーズアウト前倒し覧　　SHTの最終使用期限について、カテゴリー　1（pre−MARPOL船）については、　MEPC49で　決められたとおり、現行の2007年を2005年に、　カテゴリー2（MARPOL船）と3（5，000DWT　以上20，000DWT未満のSHT）については、　SHT　の最終使用期限を原則2010とし、旗国が認め　れば2015年置ではCASを条件に一定の船齢ま　で使用できることとなった。2015年までの船　齢については、MEPC49では、20年、23年、25　年が提案されていたが、日本、．ブラジル等が　船齢25年を主張し、大きな反対もなく25年で　決定した。　・　　ダブルボトム船（D／B）とダブルサイド船　（D／S）については、ブラジルを初めとする　中南米諸国が、エリカ号事故後のMEPC46　（2001年4月）でオイルスピルに対する防護措　置がとられていることを十分議論しており25　年まで使用可能とすべきと強く主張した結果、　旗国が認めれば2015年以降も船齢25年まで使　用できることとなった。．　　ただし、これら延命規定については、EU　諸国等の主張を受入れ、MEPC49で提案された　とおり、寄港国は、2010年（D／BとD／Sにつ　いては2015年）以降SHTの入港を拒否するこ　とができることとなった。（2＞SHTによる重質油輸送の禁止　　SHTによる重質油輸送の禁止については、エ　リカ号やプレスティージ号事故：を例に直ちにIMO第50回海洋環境照焼委員会の模様せんきょう」伽2004愚5欝騨灘匿WS閥EWS融能W5麗甕WS馳灘魍》瓢＼耀轡騒■（’　　　　　田⊃騨一m諾e塒轄団窒0倭一H【※　憩麺聾⊥O隊k−H【（三白PO頃Oユ山Σe脱臼掛§尉）　　　鴬暴服」Oユ匡くΣ〔螢eP�pδユ田Σe皿眼曇�p）　　　脈臨機耀轍」0旨くΣ〔丑螺］0≧皿町籍）　　　　鰭螺⊃山（賑輯留て0南山Σe皿マ計「只涌）蘇黙Ooコ一［�o哩�K霞目」O巳匡くΣ瞭騨e馨黙寵翻岡而圖仙判　　娼鍾川川胆一且N皿　　田�@�t眼創「吐W�pOO創（叱�ｱ|怖陶．OりQ∩【山ΣQ）『「則【吐矧ロつ00創）　国H姻mρ幡哩燃」0ユ匡くΣ註解▼”一』｝掘雲鵜鼻汁一撃nハ貼ム「ノ、ム「’へ月利ハ　　【「照…】ρ6�Qぜんきょうル，邑2004「　禁止すべきとするEU諸国等と、重質油輸送の　禁止が国・地域内のエネルギー輸送に大きな　影響を与えるとするロシアや中南米諸国とで　．意見が分かれた。わが国は、当初、重質油の　定義にはISO規格を使用すること、環境保護　策については国内外での区別はすべきではな　いとしSHTによる重質油輸送の禁止の内航船　への免除は認めないこととするスタンスで会　合に臨んでいたが、今次会合でのMARPOL　条約改正の採択を目指すため、EU諸国等とロ　シア・中南米諸国との間の妥協を優先するこ　ととなった。　　結果として、原則5，000DWT以上のSHTは　2005年（600−5，000DWTについては2008年）以　降重質油輸送を禁止するというEU提案を受入　れる代わりに、ロシアや中南米諸国の意見も　考慮し、内航船については、旗国の判断で本　規定の適用を免除することができること、　5，000DWT以上のタンカーについてはCAS　を条件に旗国が認めれば船齢25年まで一定種　類の重質原油を輸送できること、600−5，000　DWT以上については旗国が認めれば船齢25年　まで使用できること、などの例外規定が盛り　込まれるとともに、EUの主張を加味し、寄港　国は2005年（600−5，000DWTについては2008　年以降）重質油を運ぶSHTの入港拒否ができ　ることとなった。（3）CASの拡大適用について　　CASについては、1！月27、28日に開催され　たわが国の篠村氏（�鞄�本造船研究協会）を　議長とするCASに関する非公式グループによ　り、MEPC50に提出された各国意見も考慮した　CASの改正案が提出され、同案の内容で採択1．，これまでの経緯ユ999年12月にフランス北西岸で発生したエリ．　された。�求@その他　　本MARPOL条約改正に伴う国際油断汚染防　止証書（10PP証書）の改訂、本1�oOL条約　改正の円滑な実施に向けたシップリサイクリ　ングに関する決議、本MARPOL条約改正の早　期かつ効果的な実施に関する決議が採択され　た。　今回のMARPOL条約改正に際し、当協会はわが国政府との連絡を密にするとともに、国際海運会議所（ICS）をはじめとする国際海運団体、ならびにアジア船主フォーラム（ASF）を通じたアジア船主との連携を強化して対応し、その結果、MEPC50では、　EUなどでSHTが実質2010年．で使用できなくなる可能性は残ったが、全体としては合理的な形で決着し、内航船を含めわが国海運への影響が最小限に抑えられることとなった。　MEPC50の結果について、　EUは、12月5日付のプレスリリースで、EU規制に沿った形でMAR−POL条約が改正されたことを歓迎するとともに、同条約改正の発効が2005年4月であることに鑑み、2004年5月1日にEUに加盟する国に対しては同日以前のEU規則の実施を求め、また、　EU近隣のIMO加盟国であるロシアや地中海諸国に対しては、改正MARPOL条約の早期実施を呼びかけた。2005年4月、現在のEU15ヶ国に新たに10ヶ国（※）が加わることとなり、IMOでのEUの発言力がさらに強くなることが予想される。　※チェコ、キプロス、エストニア、ハンガリー、　　ラトビア、リトアニア、マルタ、ポーランド、　　スロバキア、スロベニア　　　　　　　　　　　　　　　（企画調整部）点検用固定逼蕗ヒ関する規則の改正について検討を行うことが決定一IMO第23回総会における審議結果一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　廠ぬ廠ぬ《熟田血戦撚魔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　力号事故を契機に、国際海事機関（IMO）では　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タンカーおよびバルクキャリアのバラストタンせんきょうルπ2004醗7閥【WS閥EWS羅WS閥匠WS翻酬§ぎ・耀輔羅懸クや船倉に保守点検用の固定通路を設けることが検討されてきたが、2002年12月開催のIMO第76回海上安全委員会（MSC76）において、その強制化を図るべく海上人命安全条約（SOLAS条約）の第H−1章第3−6規則の改正が採択された。　これは、2005年1月1日以降建造される500総トン以上のタンカーおよび2万総トン以上のバルクキャリアに対して、船倉内部等の保守点検．を確実に実施するために、検査個所へのアクセスを容易にする設備（通路や梯子など。Perma−nent　Means　of　Access＝PMA）の設置を義務付ける内容の規則となっている（本誌2003年1月号P．10参照）。　しかしながら．、「本規則では、設備のメンテナンスが困難である上、腐蝕等による衰耗や損傷により検査員や船員を大きな危険に晒す可能性が高いなど多くの問題がある。　このため、当協会ではMSC76で規則が採択されて以降も、ICS（国際海運会議所）およびIN−TE即［ANKO（国際独立タンカー船主協会）をはじめとする各方面にPMAに関する安全性や整備上の問題点を再三訴えてきたが、2003年10月頃から国際的な理解が得られるところとなり、ICSが中心となって本件の解決に向けて各国政府に働きかけを行うなど国際的なキャンペーンを展開した。2．IMO第23回総会（2003年11月25日〜12月5　日開催）rの審議結果　その後、上記キャンペーン活動が奏効し、ギリシャ政府がIMO第23回総会へ向けて規則の改正を求める文書をIMOに提出、さらに国際海運5団体（ICS、　INTER工ANKO、　INTERCARGO＊、BiMCO＊、　OCIMF＊）がギリシャ提案を支持する文書を提出した。　同総会では、わが国をはじめ中国、ノルウェー、韓国、パナマ等多数の国がギリシャ提案を支持し、審議の結果、IMO第47回設計設備小委員会（DE47：2004年3月1日〜5日開催予定）およびIMO第78回海上安全委員会（MSC78：2004年5月12日〜21日開催予定）において規則の改正について検討を行うことが決定した。3．PMA規則の改正案について　上述の動きと並行してIACS（国際船級協会）は、船主／造船／船級で構成されるPMAに関するジョイント・ワーキング・グループを2003年11月に開催し，IMO総会において規則改正へ向けた合意が得られることを前提として、改正案を作成した。本改正案は、DE47に対する文書の提出期限であるU月28日に上記海運5団体によってIMOへ提出されており、これがDE47における審議のベースとなる。　同改正案の概要は次の通りである（図参照）。（1）デッキ裏の横方向PMA関係　●横方向のPMAの替わりに、全体点検用とし　　てタンク内の左右に縦方向（船首尾方向）　　のPMAを設置し、詳細検査用には所管庁か　　ら承認されたAlternadve（仮設ステージ、ラ　　フト、可搬梯子等）を使用する。　●横方向PMAを全て無くすとした場合、　IMO　　の審議において各国からの反対も予想され　　ることから、検査の重要度が高く甲板上か　　らのアクセスが容易な横組隔壁の補強材側　　に横方向PMAを設置する。（2）垂直梯子関係　●垂直面の検査用として、縦方向の水平通路　　を高さ6mの間隔で設置して垂直梯子の数　　を減らす。　●VLCCでは約6mの間隔でストリンガー（構　　造部材）が3条設置されており、これを利　　凝して安全な検査が可能となる水平通路を　　設置できることとする。4．予想される改正までの最短スケジュール　DE47およびMSC78において改正案が承認された場合は、締約国への通告期問（6ヶ月）を経て、2004年12月開催予定の第79回海上安全委員会（MSC79）において新規則として採択され、20068諭せんきょう」侃2004〔現行規則条約改正案豊　φ一モ・轄〆〆チ〆　．　　　　ノ　　　　　〆　「　　　　＿〆罐＼．／　　　甘　　　　　　　　　．／知、　　　　　　　　　　　〆〆百獣　　　　〆〆蒸器、／／魏・鷺’．現．s．規則条約改正案．（概略内容）．．�@．「’　三．タシヵ一の力．一ゴタンクIデヅキ下横桁付ぎ還路@　　　．’・：．　　．・．．デヅキ下惚曽2二5面＝に構．D：造部材を不照した縦通隔．．．壁付き水平通路．．�A．．タ功一のかゴタンク．．．倉内助骨付き垂直梯子．．　　．「r　　　　　　　．，D構造部材を利用レた縦通x1麸水車通路塙さ．ﾔ隔約6扁未満）．年7月1日以降の起工船から本規則が適用されることとなる。　この場合、2005年1月から2006年6月までの問、すでにMSC76で採択されている規則が適用されることが懸念されたが、政府関係者によれば、MSC79で新規則の先取り実施の決議を行うことによって、Msc76による規則に拘らず、2005年　　　　　鰐「．蔓1穿’欝7’rΣ．グ製1，�`解’要／’》／．づ「．”1“「’｛、匹■1月1日以降の起工船についても、この新規則が適用されるとのことである。　当協会としては、改正案の内容を精査した上で、引続きわが国政府やICS等関係団体と連携して対応することとしている。　＊＝INTERCARGO：国際乾貨物船主協会　　　BIMCO：ボルテック国際海運協議会　　　OCIMF：石油会社国際海事評議会　　　　　　　　　　　　　　　　　（海務部）　アジア船主フォーラム第10回航行安全および環境委員会（ASF　SNEC：Asian　Shipowners’Fo−rum　Safe　Navigation＆Environment　Committee）は2003年12月1日から5日までシンガポール船主協会を事務局、フィリピン船主協会をホストとしてフィリピンのマニラにおいて開催され、せんきょう∫αη2004囎9閥EW謝EW鋼匿WS羅WS糀騨§羅轡瓢鮒灘日本、フィリピン、インドネシア、タイ、ベトナム、マレーシア、シンガポール、講親および台湾の船主協会が参加した。当協会からはASF．SNECの委員である神田副会長（新日本石油タンカー社長）の代理として高橋総務部長、事務局より半田海務部長が参加し航行安全および環境に係る議題について意見を交換した。本委員会はASFに設けられた5つの委員会の一つであり、今回は海賊、武装強盗、海上保安、アクセス設備およびバラスト水管理条約問題などが主要な議題であった。　これらのうち、特に海賊事件が多発している海域の沿岸国であるシンガポール、マレーシア、インドネシアの船主協会を申心に海賊行為防止に関する意見が積極的に交換された。また、バラスト水管理の条約化が国際海事機関（IMO）で行われ．ている事に関し、現在の条約案は船舶の運航実態に即しておらず、実効性に乏しいことが認識された。　各議題に対する審議概要は以下のとおりである。1．海賊行為　国際海事局（IMB）の海賊被害統計資料によると2003年1月から9月までの9ヶ月間の海賊発生件数は、昨年の同時期に較べ大幅に増加していることが報告された。海賊行為が多発している海域は東南アジア諸国連合（ASEAN）諸国の水域に集中していることから、海賊問題の解決にはASEAN諸国が強い政策的な意志を持つことが必要であることが確認された。また、重大な海賊行為の発生によりASEAN諸国の海域全体が要警戒海域と見なされ、海上貨物輸送が滞りASEAN経済全体に影響が出ることが懸念された。2．海事保安　米国同時多発テロ事件を契機に、海上テロ行為に対する警備を強化するため海上人命安全条約（SOLAS条約）が改正され、船舶や港湾施設に対する保安対策を規定した「船舶及び港湾施設の国際保安コード（ISPSコード）」が2004年7月に発効することとなる。同コードが発効するまでに、船内の保安計画の策定や、保安職員の指名など同コードが要求する事項を満足させることの重要性が確認された。また乗組員がテロ行為防止に関する強い警戒心を持つことが重要であると確認された。3．アクセス設備　相次ぐバルクキャリア、原油タンカーの海難事故を契機に、乗組員が船内の各部を検査するための梯子等、検査設備の設置がSOLAS条約に盛り込まれた。しかし、検査設備は検査を行う乗組員に対する危険性など様々な問題点を含んでいるため、IMO海上安全委員会よる同条約の見直しの受け入れを歓迎することが表明された。ASFメンバーは各国に対し、2004年5月の海上安全委員会で審議される同条約の見直しについて慎重に検討するよう求めることとした。4．バラスト水管理　商船が船体の安定性や強度を保つため、必要に応じてバラスト水を注排水することにより、プランクトンなどの水生生物が本来の生息水域から別の水域へ移動し、生態系に影響を与えることが懸念されている。そのためIMOではバラスト水管理の条約化が進められており、バラスト水を目的地に向かう途中の洋上で交換するなどバラスト水の管理を行うことにより、海運業界が海洋環境保護に寄与でき．ることを認識した。しかし、条約案にはバラスト水交換海域、バラス下水の処理基準、処理の免除規定など未決定部分が多く残されており、採択される条約は船舶の円滑な運航を妨げず、船主に多大な経済的負担が発生しないような実効性の高い内容でなければならないことが確認された。　　　　　　　　　　　　　　　　（雑務部）10翻せんきょうノ翻2004【資料】Joint　Statement要約　アジア船主フォーラム航行安全ぎ環境委員会（SNEC）の第ユ0回会合がフィリピン船側協会の主催により2003年12月2日マニラにおいて開催された。委員会は、中国、香港、日本、およびFASA（マレ「．シア、フィリピン、シンガポール、タイ、ベトナムの船主協会からなるASEAN船主協会連合）の者我．主協会の代表が参加し、シンガポール船協のSS　Teo会長がSNECの議事を務めた¢　委員会は、船舶の航行安全および海洋環境に影響を与える様々な重要事項につき以下の検討・．．審議を行った。●海賊問題　委員会は、IMBの海賊被害統計資料から今期前半9ヶ尋問の海賊被害数が、．昨年の同時期に比べ26．9．％増加している事を懸念した。また、その数は航行中の未遂件数を含めると↓11．1％も増加レ、よ．り．深．．刻なものとなっている。東南アジア地域に於いては、マラ．ッカ、シ．γガポール海峡での海賊行為が引．．．�`続き多窪していることを深刻に受け止めた。参加者からは、海賊に変装したテロリ．．ネトが商船を乗っ．．取り、他の航行船舶や海峡の設備に対して武器として利用するかも知れない．という悪れが表明されたρ　また委員会は、FASAがASEAN諸国の政府首脳に書状を送付レ、　ASEAN海域にお．け．る船舶に対する海賊行為やテロ攻撃といった全ての脅威を取り除くために・．緊急かつ断固と．レた行動を要請したことを強力に支持しだ。さらに委員会はASEAN海域の沿岸諸国が・強レ・政策的な意志を持ρて二の問題に対処することによってのみ、海賊を根絶する事ができ．ると確信．している。全ての関係国がこれら��．．犯罪と闘う為に、水上警察や海軍のパトロールの数を増やすなどめ効果的な措置を緊急に導入す為よ．う強く求めた。委員会は、特に2004年7月にISPS．コ」ドが導入されれば、．破滅的な事故といっな不幸．1な事件によって、ASEAN地域全体のsecurity　leve1が高められる恐れがあることを懸念した6．，　このような事態になれば、海運や貿易を含むASEAN薄紅全体は、猫車τ深刻な影響を被るとと1となろう・　　　　　　　　　　　　　　ご　　　　．　　　　．．．：．�d．．　事態をより良く理解するために、委員会は、盗難など軽微な海賊行為と、重大な海賊行為を区別す1、　委員会は、2004年7月に1串PSコード炉発効することに留意した5委員会は、全ての船主が1期陳までに所有船が同コードに完全に適合していることを確実にすることが重要であることを強調した。こ雛覇言膿鷺講蕃；描寵隆欝欝騨筆｝三門1難解熟輪講弊　委員会はさらに・船主が乗組員に対して・彼らや船舶が潭遇する恐れのあるデ．ロ関連め危険や、全て�d．の安全上の脅威に対して警戒する事め重要性に．ついて認識を強めるために、早い段階で措置す惹よう働きかけた。　委員会は、世界各地の港湾施設の一部が同コードの要件に適合する能力が無いか、．適合する．ための準備が整わないであろうことを懸念し、全ての国に対して船舶が寄港する際の支障を軽減す為ために、．港湾施設が同コードの規定に適合していることを確実にするよう要請した。●シングルハルタンカ「の排除問題　委員会は、2003年10月2ユ日に発効したシングルハルタンカーゐ規則の導入とい．つた、EUの一方的な．動きに強い懸念を表明した。　委員会は、シングルハルタンカーのフェーズアウトを加速させるため、新たな国際基準に関する合意を図ることを且的に、迅速な方法を検討し採択するため、海洋環境保護委員会（MEPC）の特別会合．を召集することとしたIMO合意があるにもかかわらず、　EUが地域規制を発効さぜる以前に、．この規制内容をさらに考慮するための場としてIMOを利用しない道を選択した事に失望し旭　委員会は、IMOメンバーに対し、　IMOが国際海運に影響する技術的な事項の検討において最も重要な機関であるということをしっかりと認識し、IMOの条文や規憲規則の統一した導入を確実にするために、MARPOL条約の義務の下で作業し、共に行動すべきことを要請した。ぜんきょう∫απ2004嚇11閥匠WS緋WS糊EW5擢W5糀WS“灘輔鞍懇　委員会は、MARPOL附属書工／ユ3G規則の改正案と、新規則13Hに関して、日本、ブイ．リピン、．韓国およびシンガポールから提案された共同文書、、MEPC50／2／1を支持した。　提案文書では、現存船による重質油の輸送の禁止に対して反論している。この文章は、2003年12月のMEPC50で審議される予定であるが、重質油の輸送禁止は、13G規則に規牢されるシングルハルタンカーに対するフェーズアウト制度と同様に、一定期間を超えたものに適用するよう提案している6　委員会は、アジア船主が安全性を損なうことなく、シングルハルタンカーのフェーズアウトに適合するのに有用であることから、同条提案の受け入れが可能であり、実効的である．と認識した。●検査用点検設備（PMA）　タンク内検査の便宜を図るために、新造のタンカーおよびバルカーにPMAめ設置を求めることを規定したSOLAS条約は、船舶の構造、実際のオペレーションおよ．び乗組員や検査員の安全とい6た面で極めて現実的な問題があることから、これを改正するζととしたIMO海上安全委員会（MSC）の合意を全会一致で歓迎した。　．委員会は規則の見直しを全面的に支持し、ASFメンバ』は自．国の主管臨め支援を求めて．、この問輝が2004年5月のMSCにおいてより緊急な検討のために提起されるよう求めていくことを合意した。．●大気関連規則　委員会は燃料油に含まれる硫黄分を4。．5％に抑えるMARPOL附属書V［を．支持した。　MA畑OL附属書V［が早期に発効するよう、．全ての旗国が早急に議定書を批准する．よう求めた。また委員会は、国際的．な海事要件を導入する国際機関としてのIMOを強く支持する。従ってEUがIMOとの事前協議なしで．駅三三三碧改正�kゾ御動さをすうことド騨晦臥　委員会は、船舶のバラズト水管理が海洋環境の保護に資するも．のとレて支持する。．しかしなが．ら．、バラスト水管理条約案たは、．〜ミ．ラスト水交換海域、．バラスト．水の処理基準、．免除理定など決定してい画論商議幽幽鋭した．．黍騨2004年2棚曇魁条約職r　肇員会はマニラで開催されたSNEd第ib意中冑会合における．フ．イリピン麟協の好意と善恵に縣謝り．．意を表明した。次回第11回中間会合は2004年12月にシン．ヴポ「ルで開催されることが留意され左6．．．1マ．．美．財・．煌O情報．麟鱗1現行海運税制の存続が決まる一平成16年度海運関係税制改正・予算が決定一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嵐，轟幽二二漉伍。誌ぬ轟一画1．平成16年度海運関係税制改正　当協会は平成15年7月開催の定例理事会において、16年度税制改正要望の基本方向を了承するとともに、別途政策委員会の下部機構として設置された税制改革タスクフォース（座長：鷲見政策委員長）での検討を踏まえ、9月開催の定例理事会において、16年度税制改正については15年度末に期限切れを迎える登録免許税および外航用コンテナに係る固定資産税の軽減措置をはじめとする延長項目を中心に要望することを決定し、政府・国会等関係方面への要望活動を開始した。（本誌平成15年10月号P．2参照）　また、タックスヘイブン対策税制の改善および外国税額控除制度の拡充など国際課税については昨年度と同様に、当協会、日本貿易会等23団体にて設置されている国際課税連絡協議会にて共同歩調を取りつつ改善を求めた。さらに、償却制度の改善などの一般税制についても、日本経団連を通じて要望を行った。　これに先立ち、政府税制調査会が16年度の税制改正に関連して本年6月に取りまとめた『少子・高齢社会における税制のあり方』においては、12蓼ぜんきょう∫碑2004昨年に引続きあるべき税制の構築に向けた基本視点として、「経済社会の構造変化に対応しきれず、税負担の歪みや不公平感を生じさせている税制上の諸措置の適正化を図ること」や「安定的な歳入構造を構築すること」等が指摘されるとともに、平成16年度の税制改正に関する中間報告においてもこれを念頭に置き、平成15年度税制改正の効果を的確に見極め、現下の経済・財政状況と当面の構造改革の推進を踏まえた検討を行う必要がある、と指摘されている。　また、これらを前提に16年度においては、政策誘導的な租税特別措置・非課税等特別措置についてその目的や効果を十分に吟味し、整理・合理化を進めるべきである、と昨年に引続き厳しい姿勢が示された。　その後、これらを受けて12月2日に財務省より各省に対し厳しい租税特別措置整理合理化案が提示された。当協会要望事項についても、他産業の延長項目と同様に全ての項目についてそれぞれ厳しい縮減が示されたばかりか、昨年延長が決定した「船舶等の特別償却制度」までもが縮減等の対象とされた。このため当協会は、国土交通省とも連携を図り、政府・国会方面にこれらの現状維持を精力的に訴えた。　その結果、12月17日に決定した与党税制改正大綱において、国際船舶について縮減はあったものの、その他の延長項目は現行通り2年間延長されることが決定されるとともに、整理の対象とされた「船舶等の特別償却制度」等は現行どおりとされる等、概ね当協会の要望が実現した。　平成16年度の当協会が要望した海運関係税制改正要望の結果は概略次のとおりである。（結果詳細は【資料1】、改正後の海運税制一覧は【資料21参照）（1）国際船舶に係る登録免許税の軽減措置の延　長　　国際船舶に係る所有権保存登記ならびに抵　当権設定登記については、．軽減措潭が．2／1000　（現行1．5／1000）に縮減の上延長された。．（2）外航用コンテナに係る固定資産税の軽減措　置の延長　　現行内容にて延長された。（3＞外貿埠頭公社が所有および今後取得するコ　ンテナ埠頭に対する固定資産税・都市計画税　の軽減措置の延長　　現行内容にて延長された。（4）中小企業投資促進税制の延長　　船舶については現行内容にて延長された。（5）海外投資財損失準備金制度の延長　　対象の絞込みはあったもののほぼ現行内容　にて延長された。2．平成16年度海運関係予算　国土交通省をはじめとする関係省庁は、平成15年8月末に平成！6年度予算概算要求事項を決定し、財務省に対して要求を行った（本誌2003年10月号P．2参照）。　．このうち外航海運に関連する貿易物資安定供給のための財政投融資（日本政策投資銀行融資）については411億円を要求しており、当協会も関心を持って注視していたが、平成15年！2月初め、財務省より同融資制度に関し、政策金利（現行皿）を一般金利にしたいとする意向が内々示された。このため当協会は政策委員会で検討のうえ、12月8日付けで、石原伸晃国土交通大臣および小村武日本政策投資銀行総裁に対し、同融資制度の現行維持を要望した（【資料3】参照）。　その後、12月20日に平成ユ6年度予算政府案の内示があり、12月24日の閣議にて概要が次の通り決定された。　日本政策投資銀行融資については、「交通・物流ネットワーク」（鉄道・航空等を含んだ大枠）全体に対し1，650億円とされ、海運向け融資はこの枠内で対応されることとなった（実質的に満額確保）。また金利については、当協会の要望通り、実質現行内容にて存続されることとなった（制度の概要は1資料4】参照）。　変更のポイント等は以下の通り。（1）融資制度枠及び名称の変更　　これまでは、交通・物流ネットワーク（大ぜんきようノ伽2004轡13醐EWS輔匿W5鶉匿W5輔馳解＄塗碧雛轡欝、朧轡灘滋轡灘【資料11　平成丁6年度税制改正重点事項　最終結果【海運税制】項　　目．D現．．旧制度．．．要望内容．1．財務省（総務省）．@　整理案．．撮．I績果．1，国際船舶に係る登録免．軽減後の税率（本則．4／1000）．延長．．．軽減税率引上げ．税率を変更して2年間許税の軽減措置．ω所有権保存登記．．（適用期限：�@および�A．延長．・国際船舶：船舶価額の1，5／1000平成］昨3月末）．1．5／1000→2／1000．．．．1，5／］000→2／1000．．�A抵当権設定登記．国際胎舶：債権金額の1，5／］0002．外航用コンテナに係る課税標準：価格の．4／5延長．｝．現行内容で2年間延長固定資産税の軽減措置（適用期限：平成｝6年3月末）3．．とん税、特別とん税の．税額廃止または軽減一措置されす．廃止または軽減とん税1純．トン当り16円．．特別とん税．1純．トン当D20円4．外貿埠頭公社が所有お課税標準：延．長一現行内容で2年間延長．よび今後取得するコンテ●平成］0年3月31までに取得の埠頭樋用期限：ナ埠頭に対する固定資産のうち、旧外翼埠頭公団からの継平成16年3月末）税・都市計画税の軽減措承資産価格の3／5置その他価格の1．／2．6平成10年4月1日以降に取得の埠．頭取得後10年間価格の．1／5その後価格の1／2．5，．?ｬ企業投資促進税制取得価額x30／100の特別償却又は取延長．縮減．船舶は、現行内容で2．（中小企業による機械装置得価額×7／100の税額控除（適用期限．：。特別償却率及び税額1年間延長．．等の取得に係る．特例）（資本金1億円以下め法人に適用、．平成16年3月末〉．控除率の引下げ．．（器具備品．．：．1）機械装置ただし、．税額控除を選択でぎるの．特「償30％→20％取得価額．．（取得価額160万円以上）は資本金31000万円以下の法人の．税額控除7．％→5％．100万円以上．．：2）・器具備品み）．』Q基準取得価額の引下．．　　．→120万円以上（取得価額100万円以‡）（船舶については、基準取得価額Xげ．．リース費用総額．3）船．舶；．．30／100の特別償却又は基準取得価．船舶については1．．．140万円司60万円）．：．．（内航貨物船〔基準取得価．額×．7／100の税額控除）．75％づ0％額可取得価額X75％〕）6，海外投資等損丁丁1醗．．．ﾏ立率．．延長．．十部縮減ﾋ部事業を除外しデ2．．制度．（イ）．資源角石OO％（適用期限：．．．年間延長．（口）．．．資源開発30％．平成16年．3月末）．除外事業1．（八）特定海外経済協力1496．．．iイ）資源探鉱．．．．．（二）新開発地域1．0％．木材に係る育苗等の（上記ハ、．二については、平成1．1年．．幕ﾆ：．13月31日までに取得した特定株式．（口〉．資源開発．等に限る）迫ｿ用穀物の開発．．●採取事業．．7．，船員の支払給与に係る．Q0D4年度か．ら資本金．1．億円超の企業船舶の乗組員．に対して一．．措置されず．．課税標準の特例措置の創．に対し，外形標準課税を法人事業税支出される報酬給与額．暮几O又　．に導入。この外形標準課税に係る付．を算定方法から除外．（法人事業税に外形標準課．加価値割の課税標準には、収益配分．税を導入）．．．額に報酬給与額が含まれる。．．ﾅ．．率．所　得　割　　　　　　7．2％付加価値割　　　　　．0．，4896資　本　割　　　　　　0、296〔【その他財務省より整理案の出た海運関係税制】項．　．．巨ヨ現行．制度．要．望内容．財務省（総務省）　　．整理案．最．終結果。船舶等の特別償却制度．償却率：一．g特別償却率の引下げ．現行内容で存続．●外航近代化船：　　　　18／100外航近代化船●内航近代化船：　　　　　丁6／1001896→16％　．●外航二重構造タンカー：　19／100外航二輔造化夕●内航二重構造タンカー．；　18／100．．．塔Jー．．●船員教育訓練設備：　　　6／1001996→18％o対象設備の見懸船員訓練設備の除外。船舶の特別修繕準備金制5年毎の定期修繕（法定）に係る費　o特別修繕に要する金現行内容で存続度用の3／4を、準備金として各年度に額の見直し積立前回、特別修繕費の額の3！4→1／2／4憩せんきょう∫翻2004個際課税】項　　　目現行制度要　　望　　内　　容財務省（総務省）・@　整理案最終結果　タックスヘイブン｝対策税制の見直し特定外国子会社の利益のみ合算課税＝損金はω子難選一欝擦茎謬無難薯雪　措置されず合算不可算の対象とすること1準準懸熱すること，（5）控除未済課税済配当の控除期間制限を撤」’廃すること�E　適用除外の非適用業種から「船舶の貸付」を外すこと2，外国税額控除制度の見直し外国税額控除：●損金算入に制限｛懇懇鶴難船入制度の創設　，措置されず●持ち株比率に制限�@控除限度超過となった外国法人税につfいては繰越か損金算入の選択を認めるこ1　とA控除不能が確定した繰越外国法人税については損金算入を認めること�B　控除限度超過額および控除余裕額の繰越期間制限を撤廃すること．（4）　　間接外国税額控除制度の拡大−@�@　間接外国税額控除に係る持ち株比率の制限を現行の「25％以上」から、欧米先L進国並みの［096以上」とすること�A　間接外国税額控除の対象範囲を孫会社から、曾孫会社まで拡大すること8霧雲灘購転嫁。還付饗度騰から控除未済とな。た金額は、、’法人税と同様に還付すること�A還付が認められない場合は、少なくとも損金算入を認めること’【一般企業税制関係1項　　　目現　行制　度要「望内容　　ρ財務省（総務省）　　整理案、最終結果1，法人税の実効税率引き下げ　措置されす2，連結納税制度の改丁　　　　　　　　　　1uωグループ内の寄付@金の容認i2）小規模子会社の交@際費損金算入B連結納税子会社のA結納税適用以前の@欠損金の当該子会社@の利益との相殺C連結対象に特定外綜q会社（100％）も@含める措置されずP5年度要望事頂A結納税制度を選択しｽ法人に対する「付加ﾅの期限（撤廃〉」につ｢ては、適用期限の到?�もって廃止@　　　　　　　’3．償却制度の改善（1）税法上の償却可能額は取得価額@の95％A　耐用年数＝油槽船13年、薬品槽@船10年、その他15年（T）梯法上100％償却を@可能とすることi2）船舶の耐用年数のZ縮（会計上の償却@との分離を前提）一　　　「措置されず　　　’@℃@　　　　　　　　℃4償却資産に係る固定資Y税の廃止船舶などの償却資産に対する保有課ﾅは収益課税との二重課税で課税根窒ｪ不明確。償却資産に対する課税ﾌ廃止一措置されず@　　℃@　　　　　　　、5，欠損金の繰越期間制限現在は5年に制限されている離縁一5年を7年に延長i平成13年4月1日以繧ﾉ開始した事業年xにおいて生じた欠ｹ金額について適用）6，欠損金の繰戻還付不適p措置租税特別措置によD、平成4年以降s適用措置が継続されている廃止一措置されずs適用措置2年間延長7，受取配当金の益金不算?ｧ度の改善平成14年度の連結納税制度導入によ骭ｸ収の穴埋めとして、以下の増税[置が行われた。●特定利子規定の廃止●特定株式以外の株式等に係る受取@配当につき、益金不算入割合を80％@から50％に減額、ω特定利子規定の復　活�A特定株式以外の株式に係る受取配当のv金不算入割合の引@上げ一措置されずせんきょうルη2004蜘15閥EW鋼EW5羅W鋼酬欝羅轡轟難轡驚欝縄項．．　目現　行　制　度要望内容．財務省（総務省）@．．整理案最終結果8．．．退職給与引当金制度平成14年度の連結納税制度導入によ骭ｸ収の穴埋めとして、．．．当談制度は廃止された。．．1夏活．一措置されず．．．X．，事前確認制度（現在は制度無し）新規導入．一．措置されず10．交際費の損金算入一措置されず撤廃一措置されず．【資料2．1平成16年度税制改正後の海運関係税制一覧項　　　　　目．制．．　度　　の　　概　　要適用期問ユ．特定設備等の特別償却．@1．）船　舶●外航近代化船．（300QGIT以上）ﾁ償率18／100平7．，4．．1〜平17、：3．31．6内航近代化船．（3QDG／T以‡）1特蚕繭16／ユ00．．．．ｽ7，4，1．〜平17．．3．31．●二重構造タンカヂ．．外航．二．．特薦率19／100．平担，4．1〜平17，3、3�h．内．．航．：特償率18／PO．平13，4，1〜平17．，3．．312）船員教育訓練設備等●耳糞率6／100．平15．．．4．．1�k平17．3．．31．（再征シミュ．レー．タ」：．．取得価額3億円超、機関シミュレ．謡タ詔．：．可2億円超1荷役シミュレ」夕一：同1億円超．．の設備に面罵）．2．．中小企業投資促進税制取得価額×30／100の特別傑却又は取得｛面額×．7／10〔切一二平．16，．4．．．1．〜平18．．3．31．（中小企業による機械装置等の取得に係體ﾁ例）．除　　　　　　　　　　　’．@（資本金1億円以下の法人に適用、ただし、税額控除を選．〜択できるのは資本金aOOO万円以下の法人のみ）．（船舶については、．基準取得価額×3p／100の特別演二又は．．基準取得価額x7／100の税額控除）1わ．機械装置（取得価額マ6d万円以上）．（．リーズ費用総額劇0万円以上）．12．）器具備品：．（取得価額120万円以上）．．（リ．一ス費用総額．16d万円以上）．　　　　　　　　　．3）船舶．（内航貨物船．（基準取得価額＝取得価額×75％）〉3，海外投資等損失準備金制度．．積立率．：．．iイ．）．．資源探鉱．耳OO％．．平16．4．．1．�k平18．，．3．31（木材に係る種苗等の箏業を除外）．．（口）資源開発30％：平16，4．：1．〜平1．8，3．31（飼料用穀物の開発「採取事業等を除外）．．．．i八）特定海外経済協力14％．平10，4」．ん平1a　3：．31．（二）．新開髪地域1．0％：．．．．昭48．．4：．1皆平18．．．3．．．31．（上記ハ、．．二については、平成1｝年3月31日までに取得．ｵた特定株式等に限る）．4，特定資産の買換特例（圧縮記帳制度）ω．．D舶から船舶．昭45，4．1ん平1a　8．3．1．（2）内航船舶から減価償却資産昭59，．．4、．．1舶平18，母．．31．（ω�Aとも譲渡差益の8096を圧縮記帳〉．．．．5．特定外国子会社等の所得の合算課税特定の外鼠子会社等の留保所得のうち、．親会社（内国法人）．．ﾌ持ヨ分に対応する部分を親会社の所得に合算して課税ず．る。61．登録免許税の課税の特例軽減後の税率（本則4／1000）．平16，4，1〜平18．3．．31（D　所有権保存登記国際船舶；船舶価額の2バ000�A　抵当権設定登記国際船舶；債罹金額の2ハ000．7，特別修繕準備金修繕費用×事業年度の月数／60か月×3／．48，船舶の耐用年数●油そう船　　　　　　　　　　　13年　　　　　　’q薬品そう船　　　　　　　　　　．10年●その他のもの　　　　　　　　　15年9，とん税特別とん税（1）と　ん　税　　　1純トン．　　16円�A　特別とん税　　　1純トン　　　20円｛16鐙ぜんきょうノ伽2004制　　度　　の　　概　　要適用期間／0，固定資産税の課税の特例．●課税標準：．平9〜平18年度取得分D船舶（D　内航船　　　　　　　　　　　　　　　　価格の1／2�A　外航船　　　　　　　　　　　　　　　価格の1／6．（3）外国貿易船（外貿実績50％超）．　　　価格の1／10．（4）外国貿易船のうち国際船舶　　　　　　価格の1刀52）外航用コ．ンテナ・課税標準：価格の4／5．平10〜平17年度取得分3）外貿埠頭公社が所有又は取得する●課税標準：平14．4，1〜平18．3，31＝］ンテナ埠頭に対する固定資産税・（］）平成10年3月31までに取得した埠頭都市計画税の軽減措置�@　旧外貿埠頭公団がらの継承資産　　　価格の3／5�A　その他（承継分）　　　　　　　　価格の1．／2（2＞平成10年4月1日以降に取得する埠頭�@取得後10年間　　　　　　　　　　価格の1／5�A　その後　　　　　　　　　　　　価格の1／2※下線は平成16年度税制改正による変更箇所である。【資料3】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船主企第33号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成15年12月8日国土交通大臣　ヒ石原伸晃殿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社団法人日本船主協会．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長草刈隆郎　　　　　平成16年度日本政策投資銀行の外航船舶整備融資制度に関する要望拝　啓　時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。　海運事業に関する政策金融につきましては、．平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。　さて、私ども外航海運産業は、我が国の貿易脚資安定輸送を確保するという悼命を有する一方、厳しい国際競争と市況・為替変動にさらされており、今後も高品質なサービスを提供していくためには、．不断の船隊整備による事業基盤の強化を図っていく必要があります。また、海洋汚染防止・環境保全の観点から、油送船のダブルハル化が義務づけられる等国際条約による規制・基準強化に対応する船舶再投資の必要性が高まっております。　しかしながら、船舶建造のための設備投資は、巨額の資金を必要とする上、工事期聞も長期であり、投資資金の回収は相当長期に亘ることとなります。このため、事業者．にとりましては、「低利かつ長期．安定資金を確保できる日本政策投資銀行による政策金融が不可欠であり、また、船舶の建造にあたっての収支採算も多くはこうした安定資金の確保を前提として計画しているのが現状であります。　これに対し、民間金融融資では各銀行自体の体力や経営環境等の外的要因に金利水準が左右さ．れるとともに、経済合理性を追求しなければならないところがら、政策融資のような低利かつ長期安定資．金の提供は困難なものと考えられます。　つきましては、私ども外航海運産業の果たすべき使命と資金調達面の現状についてご理解を賜り、外航海運事業に対する低利かつ長期安定資金の政策金融を従来どおり堅持していただきたく、特に、金利につきましては引き続き政策金利皿を適用していただきますよう、特段のご配慮をお願い申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　．　　　敬具　同文書送付先：日本政策投資銀行総裁小村武殿項目）物流ネットワーク（小項目）の細項目である「貿易物資安定供給」枠として外航海運関連の融資は措置されていたが、16年度より、同じく細項目に位置付けられていた「流通効　率化」枠と統合され、細項目の名称は「流通　効率化・貿易物資安定供給」に変更された。（2）外航船舶に対する融資制度は現状維持　　外航船舶を対象とした海上輸送基盤施設整ぜんきょう∫伽2004癩17閥EW5醐EW5郵羅W5糊匿轡蕊艶≒鑑轡蕊　綴轡馨繊轡鶉【資料4】外航海運関係　財政投融資制度　　　　　　　　　　　　　　　　2004年1月　日本船主協会　　　　　　．．平成15年度．．．．．．1．1．．1．．1　　．1．．．．．．…．．・．．．∵迂．．．、．．平野丁6年度．貿易物資安定供給■一一日目■願■■圏■一骨ト流通効率化・貿易物資安定供給（内容省略）．対．　　象1．．　事…　　業．．．燉?D．融資比率．1）流通基盤施設整備事業（内容省略）2）流通活動システム化拠点施設整備事業（内容省略）政策金利13）海上輸送関連物流施設整備事業@倉庫、荷捌施設（上屋、荷捌場、全天候対応型ﾗ捌施設）、複合一貫輸送施設、省力化対応倉庫複�一貫輸送施設以外は、臨港地区に立地するものﾉ限る）政策金利14）物流近代化ターミナル@倉庫、荷捌施設、一般トラックターミナル、配翼Zンター、共同配送センター、航空貨物取扱施ﾝ、複合一著輸送施設及び省力化対応倉庫のうちｬ通加工施設、情報処理施設及び流通機能の高度ｻに資する設備を備えたもの。@上記D2）3）につぎ、物流効率化計画を有ｷる事業者が整備する施設を含む政策金利H4G％5）．海上輸送基盤施設整備事業．下記以外の外航船舶＊1　　　　　　　　　　　　　政策金利皿．4096．．超省力化船、．．基幹輸入物資輸送船舶＊乏　　　　　　　政策金利皿．5096垂購辮力化励つ購入欄送闘眩；政策金利・弾力的なﾎ応．．紹＊1：対象設備（改造を除く）　ア　遠洋区域を航行区域とする船舶　イ　近海区域を航行区域とするコンテナ船（定期船に限る）＊2：基幹輸入物資輸送船舶とは下記のものを主に輸送する船舶。　ア食料（実行関税率表第］〜2部）　イ　鉱物性生産品（同上　第5部）　ウ　紡織用繊維（同上　第二1部）　工　電気機器類（同上　第16部、但し第85類に限る）＊3：LNG船，超省力化船かつ基幹輸入物資輸送船舶、二重構造タンカーについては、　　「弾力的な対応を行う」とされ実質的な融資比率は60％。　備事業の金利（政策金利皿）、および融資比率　は従前通り変更無し。（3）物流近代化ターミナルの制度上の位置付け　の変更　　従来は、海上輸送関連物流施設整備事業と　流通基盤整備事業のそれぞれに「物流近代化　ターミナル」を位置付け、政策金利1を適用　していたが、融資制度枠の変更に伴い、統合　一本化された。なお、外航海運事業者および　関連企業が物流近代化ターミナルを整備する場合においても、従来どおり政策金利Hが適用される。　なお、平成16年度の海運関係予算は、国土交通省のホームページ（http：／／www．mht．gojp／）において、また貿易物資安定供給のための財政投融資制度については、日本政策投資銀行のホームページ（http：／／www．dbj．gojp／）にそれぞれ掲載されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　（企画調整部）　2003年2月19日、米欧の競争当局．（米国司法　　　航ケミカルタンカー船社数社の米国および欧州．省反トラス．ト局、欧州委員会競争総局）が、外　の拠点．に対し、同時立ち入り調査を行ったことく18鈎ぜんぎょうメ8〃2004が報じられた。これまでに両当局から行われた発表は以下の通りである。＜EUサイドー欧州委員会＞　2月19日、欧州委員会はEFrA（欧州自由貿易連合：EU非加盟のスイス、ノルウェー、アイスランド、リヒテンシュタインがメンバー）当局と協力して、外航タンカー一社数社（船社名は特定されず）の欧州拠点を立ち入り調査したと発表した。同時に、本調査はカルテル合意とその他違法行為の有無の確認を目的とした予備調査であり、三社が実際に違法行為を行ったことを意味するものではなく、また欧州委が調査結果に予断を持っているわけでもないことが付言された。その後、調査の進展状況・結果に関する情報は明らかにされていない。〈米国サイドー米国司法省反ト．ラスト局〉　米国司法省は2月の同時調査時点ではプレスリリースを行わなかったが、その後9月29日付および12月8日付プレス・リリースで、以下2社が荷主とCOA＊を締結するに際して、他社と談合して運賃維持を図ったことを認め、処分に同意したことを発表した。●0萌ell　Seachem＊＊：罰金4，250万ドル（約46億円＊＊＊）の支払（5年問分割）●上記0面e11およびJo　Tankers＊＊の役員・元役員計3名：総額35万ドル（3，800万円＊＊＊）の罰金支払及び3〜4ヶ月の禁固刑　なお、こ．れまでに米国司法省によって企業に課された罰金の最高額は、2001年のビタミンカルテルの際に製薬会社に課された5億ドルである。参考までに、日欧米の独禁法違反に対する罰則等の一覧（03年12月現在）は、【参考資料】の通りである。　2国／地域間の独禁協力協定締結等を通じて我が国公正取引委員会を含む競争当局間の国際協力は一層強化される方向にあり、当協会は今後とも関連動向を注視していく．こととする。　　　　　　　　　　　　　　　　（国際企画室）＊＊＊COA　l　Contract　of　A盃eightmentの略。本来の意味は包括的な海上運送契約だが、一般的には数量契約あるいは数量輸送契約と呼ばれる。使用船舶を特定せず、一定の期間に一定量の特定貨物を一定の運賃で輸送する契約。いずれもノルウェーに本拠を置くケミカルタンカー船社。＊＊＊＄1置￥108として計算【参考資料一日本・EU・米国のカルテル等主要な独禁法違反行為に対する措置】日．　　　本．E　　　　・u米　　　　国記．事　　罰対法人5億円以下の罰金なし以下いずれかのうちの最高額を上限とする罰金く�@LOOO万ドル、�A違反行為によって得た利益の2倍、�B与えた損害の2倍〉．対個人3年以下の懲役又は500万円以なし3年以下の禁固刑又は以下い下の罰金（併科可能）．rずれかのうちの最高額を上限とする罰金く�@35万ドル、�A違反行為によって得た利益の2倍、�B与えた損害の2倍〉（併科可能）．行政　措　置対法人カルテル対象商品の売上額に100万ユーロ以下又はグループなし（排除措置を除く）一定率（原則696）を乗じた総売上高の1096以下の制裁金額の課徴金（03年12月現在、公正取引委員会資料等より作成）ぜんぎょうノ伽2004麟19蘇弊二噛癖　　　，漣　　転　　がノ　　　　　　ち墨煮説寵部埼灯台と火焚　　関門海峡の東西の入口に位置する部埼灯台と：．白州何回は、それぞれ明治5年および6年の初．点灯以来130年が経過し、平成15年10月に130周年疑念式典が行われました・．ゾちなみに、関門海峡で最も早く点灯したのは六連島灯台で、明治4年です。　．いずれの灯台も、明治元年の来日から明治9年．．ﾌ離日までの間、30余の主要灯台を建設し「日本の灯台の父」と呼ばれている英国人技師R．H．．．．ブラントンがスチーブンソン兄弟の設計図をも．≧に建設したもので、現在も風雪に耐えた時代．嘩さ憾じさせてくれます・以：ζ論うな胎ができるに1まいろいろと韻∫．炉あ．ρますが、その中でも有名なものζして、：．．｢之の僧二丁の物語があります。　．、．．部二二台下の海岸には高さ18m（像高1ユm）g二二な「二三の像」が松明を掲げて立っており、灯台の白さと良い対比を見せながら航海安Sを析っています。なおこの像は昭和47年に有1．麟却て建立されたものです・．∴、部埼灯台データ点．．灯．光達距離ll．�り．方光の強さ．色造さ塗備．高明治5年1月22日17．5海里（約32k皿）二成不動単閃白光毎ユ5秒に1閃光．閃光180，000カンデラ不動　7，000カンデラ白色、円形石造（基部　半円形）9．7m（海面から灯火まで39m）　　　　　　　　　垂　なお、これら監視制御等の業務は遠隔制御化され、無人となっています。　灯台のある部埼は昔から一山、辺埼あるいは白丁山と呼ばれた辺鄙な場所で、関門海峡を航行する船にとっては潮流が早いうえに浅瀬も多い難所でした。　そのため、廻船などこの沖合を航行する船は海上安全を祈るために念仏を称える慣わしがあったので、念仏埼とも呼ばれていました。　特に、小倉城下で大火がありその再建のために多くの大松が伐採されたため、周防灘から関門海峡に向けて航行する船は、目印がなくなり遭難するものが多くなり｝非常に難儀をしていたのでこのような慣わしが出来たのでした。二二虚と火焚の物語　清虚は、安永6年（1777）大分県の出身で幼名を太兵衛と云う指物職であった。　太兵衛が17歳の時、友達と座り相撲をとっていて誤って友達を殺してしまい、役人から厳しい取調べを受けたが結局過失であることが判り無罪を申渡された。　その後1太兵衛は精進して名人とまで言われるようになったが、友達を殺してしまったことを悔み、その菩提を弔うため僧になり、清虚と名乗って諸国を廻った。　天保7年（1836）修業のため高野山に上ろうと思い立ち、一先ず下関に行って其処から便船を利用するつもりで廻船に乗り、念仏埼の沖を航行中、乗合の客や船頭が数珠を取り出して念仏を称えるのを見て、大層不思議に思ってその謂われを聞き、大いに感ずるところがあった。　そこで、急に船頭に頼んで近くの青浜に上陸させてもらい、この沖合を通る船の難儀を救お20寵せんきょう∫碑2004うと決心した。　そこでいろいろ工夫を廻らした結果が、岬の一部を借用して二畳敷程度の庵を結び、仏前の灯明（讃岐金毘羅社への献灯としての常夜灯）の明かりで船の難儀を救おうとするものであった。　白野江村の庄屋にお願いしたが、たとえ善意からであっても、他藩の僧が自藩領内で焚火をすることは山火事を起こす可能性があることもあり、藩からはなかなか許可されなかった。　しかし、庄屋の取次ぎで小倉藩儒奉行に直接訴え、翌天保8年（1837）藩主より焚火の許可．が下り、併せて経済的援助（蔵米二人扶持と、二代およ．び燈籠場障子紙代としての金子）も得られることになった。　燈籠場の規模は十畳たらずで、焚火場（火回）に畳ユ枚の休息所が付属したものであり、天保9年（1838、清虚62歳）に完成し、念願の焚火が始まった。　その後13年間、清虚はたった一人で燈籠場に寝起きして毎夜明かりを点し続げたが、藩支給の米と金子は総て国国と点火用菜種油の購入代に充て、地元や近在の村々を托鉢して得た物も1日1食分の米以外は総て薪代に充てる生活を続けた。　このため、清虚に対する人々の呼び方も吃食坊主”から、“清潔さん”、“一食様”あるいは“一H坊主様”に変わって行き、次第に村人の中から手伝いをする者も現れ、廻船問屋、薬種店など下関の商人からの支援も得られるようになっていった。　清虚は嘉永3年（1850、二二74歳）、これまで「．手伝いをしてくれた村人の利三郎に後事を託して逝去したが、火焚場は小倉藩や下関の商入7γ、援助も得て利三郎により継続された。　万延元年（ユ860）小倉藩は、清虚の死塔辛部い埼の火焚は利三郎が引受けて継承されてきたが、．、今後の世話は白野江村の庄屋に申し付けるとどもに、藩からの経済的支援は毎夜8東の薪のみ．．に減ずる旨決定した。　火焚の管轄が利三郎から庄屋に移されことか：ゴら、庄屋は村方および利三郎と協議の結果、．．青・1「浜の者が輪番で火焚を担当し、白野江の者は従1来どおり薪の援助を行うことになり、慶応3年．i．．（1867）長州小倉戦争のため薪の都合がつかず∴．．一時中断、同年に廃止されるまで続けられた。．ド．．．　なお火焚の輪番は、一夜3人当り十日一向り．で青浜の20軒が担当して始められたが、その後1．4軒から交代で敏2人が焚火の任｝・当るゆ寓．べになっていった。離の葬儀は湘野江の清幽にお・《．謹高座謙募聡：遺骨はこれ曽　墓石は、瀬戸内海・高野山方向を向い℃建立．．嵩され、次のように記されている。　讐嘉永三年戌十二月十六日　　繹蹄眞居士　清虚老　また、曙染の墓の隣には“佐々木惣次郎め募弩がある。惣次郎は、灯台建設に携わったブラントンと．共〕．に伊豆の戸田から来た大工で、点灯を半年後に．控え病死したものとされており、墓石には　“豆州君沢郡戸田村大工”　“明治四年未八月六日　行年二十七”・と記されている。　このような清虚の遺徳を偲び感謝する催しが、．．生誕地である大分県国見町で8月に行われる“僧　：1｛灘興顕蹴蝋擁護．．．llす。　．　　　（九州地区事務局長　鈴木成男）叢、せんぎょう∫απ2∂04鑛21、、ノ、7つの海のこぼれ話　ヒねぬぷが　ゑ　∴％軽羅羅・鑛、．諱E織魏籔購第§桐トンガ王国海員学校　1985年11月に旧西ドイツ政府か商船への部員供給を目的にして、ここトンカに海員学校を設立しました。学校名はトン国語でFOKOLOLO　E　HAU（国王の漁師達、或いは国王の船員達の意味）と称しました。英語名はTONGA　MARITIME　POLYTECHNICALINSTITUTEと称します。　順調に部員の育成が進行していましたか、1990年の旧東ドイノとの統合によりトイノ政府は統合業務を優先しなくてはならなくなったのでしょう、海員字校の援助をあきらめ1995年に引き揚げてしまいました。その後トンガ政府により運営されていましたが、教官の質、数の滅少により良質な学生を育てることがてきず衰退してしまいました。　2003年4月にトンガ政府からJICAへの要請により小職かンニアホランティアとして赴任することになりました。トンガ政府からの要請書には「IMOのx1ホワイトリストに載ったのて機関科のレヘルアノブを図る必要かある」とありましたか、来てみてこの作業はそう簡単てはないことか判りました。例えばトイノか作った立派な機関科の機械工作、電気の訓練設備を廃止し、字校ては机上の勉強たけて卒業生は×2ノギスでの計測もできません。6ヶ月経った現在、改善策をトンカ政府に提出し反応を待っているところてす。トイノか教育していた最後の年である1995年には117名か卒業し、トイノを始め多くの船会社に就職していたのですか、この時がピークでその後訓練およひ教育かおろそかになったためてしょう、就職も年毎に減り今年は甲機併せ16名の卒業てした。一度失った外国の船会社の信用を取り戻すのは難しく、今年の就職先は漁船と内航のフェリーボートたけでした。　停滞している毎員学校へのカンフル剤となるかもしれない練習船の話が出て来たのは赴任してまもない5月のことでした。日本のODAて1998年に供与したマグロ実習船（339GT）か、一業省では予算不足て運航てきず2001年頃ら約1年半保留されていたのですが、油業省から教育省へ移管されることになり我か1毎員学校の練習　　（船として活動することになりました。教育省の方か運航予算を受けやすいのか理由の一つのようてす。　さて、喜んで船を見に行ったのてすか、当妖のことなから錆たらけでした。しかしながら日本国民の税金を柾駄にしたくないのて、教官学生総出て、船体の錆打ちペンキ塗りおよひエンンンの整備を実施しました。挿具は韓国入の油労長に依頼し整備したのてすか、出港直前になって給図面て折り合い練習船M／VTAKUO号キハダマグロの意味てす。この5人は最初の訓練生てす難雛難難鷲難灘難灘灘灘継難灘灘灘灘灘灘、灘．懸元�鰹､船三井機関長がつかず、トンガ政府はこの漁労長を一方的に解雇してしまいました。現在南太平洋のマグロビジネスは韓国が握っており、この解雇によって練習船が捕獲したマグロの販売にも悪影響がでています。　それでも曲がりなりにも出漁はできているので良しとすべきでしょう。来年は日本人の漁労長経験者が、シニアボランティアで当海員学校に赴任する予定となっています。うまく漁船員を育てることができれば、トンガの若者の就職先確保にも貢献できるのではないかと期待しています。トンガの若者の就職は厳しく、国内ではまず見つけることができず、主にオーストラリアやニュージLランド、米国に出稼ぎに行かざるを得ません。　ご存じのようにトンガはラグビーが盛んで、若者は体格が良い上に敏捷です。学生達の平均体重および身長は90kg、180cmといったところでしょう。トンガ人選手の活躍は日本の大学・社会人ラグビーでも有名ですが、RUGBYWORLD　CUPではワラビーやオールブラックスの中心メンバーとして活躍しています。また昨年引退した横綱武蔵丸は、ハワイで生まれたのでハワイ出身となっていますが、父上はここトンガの出身です。一昨年父上が亡くなり、ここトンガに立派なお墓を建てています。　先に改善策を学校に提出していると述べましたが、その一つに訓練不足があります。ドイツが訓練していた頃は、制服も寮もあり厳しく鍛えていたようですが、ドイツが去った後はどちらも廃止してしまいました。このため船員としての訓練だけでなく規律の面でもおろそかになっています。授業中に理解できたかどうか問い合わせてもYESの返事をしません。よく見ると武蔵丸と同じ太い眉毛を上に上げると判ったという合図のようです。トイレに行くのもノソット立って断りもなく出ていきます。しかしながら、勉強に対する態度は真剣で、大きな体を小さくしてノートを取る姿は微笑ましい限りです。現在CLASS　4の免状取得のための授業をトンガの正装です。教会主催のお祭りに行くところです池畑英樹やっていますが、学生は5ヶ月間一度も休みません。教科書はオーストラリア、ニュージーランドの商船学校が中心となって作成した素晴らしいものがあるのですが、予算不足で正規な教科書が買えず、学生には授業毎にコピーして渡していました。小職が赴任してから、JICAの援助により製本して渡すことができ、少しずつ学校らしくなってきていますが、前途は多難です。授業では居眠りをする者もいますが、授業の合間に小職の船上生活での経験談や失敗談を話すと、居眠りをやめ真剣に聞いています。現在は学生とのつき合いが一番の楽しみになっています。　首都があるトンガタプ島は、一番高いところでも海抜60メーターしかない平らな島で、面積は淡路島程度でしょうか。ちょっと街を離れると、椰子の林の中に畑があり子豚が走り回るノンビリとした島です。トンガ王国の全人口約10万人のうち、この島には9万人程度が住んでいます。畑にはタロ（里芋の一種）を始めキャッサバ、ヤム、サツマイモなどいろいろな芋類が植えられています。土地が肥えているのでしょう、どの芋も美味です。芋類だけでなくトマト、スイカ、野菜類、果物なども土地の滋養を十分吸収して美味しいです。海の幸も多く海葡萄という一種の海藻はキュウリと酢であえて食べますが、プチプチとした歯ごたえがあり絶品です。魚はやはり暑いところなので、日本近海のように脂がのった魚は少なくあっさりした味の魚が多いのですが、新鮮なので刺身にして楽しんでいます。※1ホワイトリスト…1995年STCW条約の基準を遵守し、海技資格　　　　　　　を証明する制度が確立していると認められる締　　　　　　　約国のリストで、2002年ユ2月のIMO海上安全　　　　　　　委員会において第1回目のリストが公表された。※2　ノギス…主日と主尺上を移動する副尺から成る物差し。主尺と　　　　　副尺にある騰で物を挟み、または物の内側に当てて　　　　　厚さ・長さを測る。藪、　辮鞍麗麗　　　　　馨欝…　　　　　　　　齪麟鰍　　　　　　　　　　鞍購懸．．　　　　　　　　　　　　　　麗麗協舳　　．蝋．鰻融｛灘鼎獅騨・旧懸灘羅灘．難灘灘懇購難灘灘灘灘難灘灘灘・i羅鑛灘空�j．♪船会社の仲間たち．1ギ』．�_r「．∵ダ｛　禽）田・肥汁部技術グループ1．所属部署の業務は主にどの　ようなものなのでしょうか？　自社セメント・石灰石運搬船の運航・保守に携わって蓄積された専門知識と経験を生かし、他社の新造船・ll多川船工事監督代行および舶用粉体荷役装置の据付・定期点検、技術コンサルタントを担当しています。3．御社の自慢といえば？当社は船舶の安全運航、環境．保護を目的として自主的に任意lSMを取得しています。さらに運用を円滑化するため、膨大な管理文書・記録を電子ファイル化し、船陸閤通信システムを活用した管理体制を確立していま，す。2、これまでの会社生活の中で　一番の思い出といえば…？　ノルウェーのオスロで開催されたNOR，SHIPPING　95の展示会や、フィンランドのクヴァナー・マサヤードをはじめドイツ、ノルウェーの造船所を視察でぎ自分の視野が大きく広がったことです。4．今後チャレンジしてみたい　仕事について教えて下さい。　諸先輩方のノウハウや技術を習得し、より高い域での技術コンサルタントを提供していぎたいと思います。宇部興産海運（株）の事業概要　当社は海運事業、港運事業、技術コンサルタント事業の各種免許により総合輸送専門会社として、迅速性・確実性・経済性をモットーに、ユーザーからご信頼いただける最も合理的なサービスの提供に努め、グローバルな経済環境の変化に対応し、国内はもとより、海外までの総合一買物流会社として体制を深めております。24騨ぜんきょうノ碑2004f　1．ASF（アジア船主フォーラム）のシッビング日・エコノミックス・レビュー委員会（SERC＞　　第14回会合が北京において開催された。　　（本誌2003年12月号P．8参照）．1国土交通省の交通政策審議会海事分科会内日航海運部会において内航海運活性化のため　　の答申案が発表された。r．u．．1JMO（国際海事機関）第50回海洋環境保護　・委員会（MEPC）がロンドンにおいて開催さ4れた。日（P．4海運ニュース参照）．2ASF安全航行環境委員会（SNEC）第10回中日1．間会合がマニラにおいて開催された。　　（P．9海運ニュース参照）．4．欧州委員会は外航船二間協定に対する独禁Eヨ法適用除外制度（欧州理事会規則4056186）見　　直しに関する官民関係者のヒアリングをブ　　ラッセルにて開催した　　（関連記事　本誌2003年6月号P，14参照）。g国土交通省は「国土交通省におけるテロ対、日晒」を発表し、海運分野においても警戒・　　警備を喚起するよう通達がなされた。10国土交通省は、2003年9月30日現在の内航日海運分野における船腹量を発表した。それ　　によると貨物船の現有船腹量は3，850隻、　　1568千総トン、2609千重量トンとなっており、　　対前期比でみると、隻数および総トン数と　　もに増減はないが、重量トン数：0．3％減と　　なっている。油送船の現有船腹量は1，151隻、　　732千総トン、1586千重量トンとなっており、　　対前期比でみると、隻数：0．5％減、総トン　　数：0．7％減、容積：0．6％減となっている。可0．．国土交通省は、独立行政法人海技大学校で，日竜開催している改正SOLAS条約の船舶保安職　．．景（SSO）養成講習について、パナマ政府か　　．．．ら当該講習をパナマ籍船におけるSSOの養　　成講習として承認する旨の証書（12月4日　　付）を受領したことを発表した。111国土交通省の交通政策審議会第8回海事分．・日科会が開催され、「平成15〜19年度の内航適　　．正船腹量」が策定された。16．欧州19岩国などで構成するパリMOUは、海日．1上における保安を目的とした改正SOLAS　．．条約に基づき、船舶へ備え置くことが義務　　付けられている国際船舶保安証書（ISSC）の　　．所持等について2004年1月1日からポート　　ステートコントロール（PSC）を実施すると　　発表した。16独立行政法人海技大学校は、同校の船舶保r日安職員（SSO）養成講習がパナマ政府からの　　．承認に加え、リベリア政府から当該講習もリ　　．ベリア巨船におけるSSOの養成講習として承　　認する旨の証書を受領したことを発表した。、161国土交通省は、海事セキュリティ・海賊対．〜〜・策分野における日本とASEAN各国との連携¶7．．強化を目的として「日・ASEAN海事セキュ、日．1・リティ・海賊セミナー」を開催し、2004年　　7月1日に発効する改正SOLAS条約（テロ　　対策）の実施に向けて日本およびASEAN　　各国が密接に協力していくこと等を確認・　　合意した。．1ブ与党の平成16年度税制改正大綱が発表され、巳海鯛係税制では国際船舶の登録免許税の　　軽減措置が縮減されたものの、ほぼ現状ど　　おり維持された。　　（P．ユ2海運ニュース参照）191（現地時間）パナマ海事庁（PMA）は、改正日．SOUS条約に基づく船舶保安計画（SSP）の　　承認機関を1社から3社に、審査機関を8　　機関から11機関に拡大したことを発表した。　　当協会の要請に正式にこたえたもの。24．平成16年度予算の政府案が閣議決定された。．．�：・国土交通省関係では重点的に推進する事業　　・施策等の一つとして「海上における治安　　対策の強化」の183億円が計上された。　　（P．13海運ニュース参照）せんきょう如z2004�S25影．コ　　　　　　　　　　　　　　　　　、周．．、醸と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．勘、卜iW己溺．隔雛」．．る　　　　　公布法令・（12月）、�S　船舶安全法及び船舶職員法の一部を改正す　　る法律附則第六条の規定による船舶職員及　　び小型船舶操縦者法の規定の技術的読替え　　等に関する政令（政令第497号、平成15年12　　月10日公布、、平成16年3月1日施行）�堰@船舶職員及び小型船舶操縦者法施行規則の　　一部を改正する省令（省令第117号、・平成15　　年12月18日公布、平成16年2月1日施行・　　一部公布日より施行）危険物船舶運送及び貯蔵規則の一部を改正する省令（省令第118号、平成ユ5年12月22日公布、平成16年！月1日施行）．棟情書．6F要望書等：．てT2月）．提出日：ユ2月8日宛　先：国土交通大臣　石原伸晃、日本政策投　　　　資銀行総裁小村武件　名：平成16年度日本政策投資銀行の外航船　　　　舶整備融資制度に関する要望要　旨：外航船舶の建造等を対象とする日本政　　　　策投資銀行の現行融資制度条件の維持。．国際会議の予定．く2月）．．’：潔会議名：IMOバラスト水管理に関する国際会議日程：2月9日〜13日場　所：ロンドン会議名：IMO第8回無線通信・捜索救助小委員　　　　会（COMSAR　8）日　程：2月16日〜20日場　所：ロンドン会議名：ASFシップ・リサイクリング委員会第　　　　7回中間会合日　程：2月23日、24日脚　所：広洲（中国）．会議名：国際油田補償基金（10PCF）作業部会他日　程．：2月23日〜27日場　所：ロンドン会議名：IMO第47回設計設備小委員会（DE47）日　程：2月25日〜3月5日場　所：ロンドン26�Sぜんきょう∫α7z　2004し・灘ミ・．灘．童蕊鶉購・織繍艇�u．謹認・総灘髭孟謙毒超毒蹴灘盤嚢i�奄ｪ国貿易額の推移ご宏＝、！　　　（単位：10億円）母運統計一醗一一一一一2．対米ドル円相場の推移（銀行間直物相場）輸　出輸　入前年比・前年同期比（％）年　月翻平均最高値最安値年　月入（▲）出超（FOB）（CIF）輸　出輸　入1990．144．81124．30160．101985P990P995Q00041，，956Sユ，457S1，530T1，65431，085R3，855R1，548S0，93810，870V，601X，982PG，7154．0X．6Q．6W．6△　　3．8@　　　16．8@　　　12．3@　　　16．11995P998P999Q00094．06P30．89P13．91P07．7780．30P14．25P11．28P02．50104．25P47．00P16．40P14．902001Q00248，979T6，06642，415S5，4716，563P0，593▲　　5．2@　　　14．43．6V．22001Q002121．53P25．28113．85P15．92131．69P34．6920031ユ5．90107．03120．812002年11月4，6403，74989119．310．3124，5633，77179215．214．22003年ユ月118．67117．83120．142003年1月3，8433，7401038．010．32119．29117．02120．8124，3283，3949347．6．4．63U8，49116．69120．8134，8073，8419660．79．34119．82118．05120．7644，6103，7718394．85．55117．26115．21119．0654，3023，6086943．62．16118．31117．55119．8264，4293，586844▲　　0．011．77118．63117．26120．5474，6453，8497965．65．48118．57116．70120．2984，3303，5477836．43．59115．16110．48117．6094β603，7601，1009．210．610109．50107．97111．10104，9023，8311，0715．41．911109．20108．03110．20P1．．4，5483，55899Q．．▲　　2．10△．．T．．．11．2．1．07．．90．．．．P07．．03．．．P0．9，．．75（注）　財務省貿易統計によう。3，不定期船自由臨場の成約状況（単位：千M／T）区分航海用船ムシングル（品　目別内　訳）定期用船年次。　計連続航海航　　海穀物石炭鉱石スクラップ砂糖肥料その他T加Period1998186，1971，712184，62141，93869，30164，9948363，8002，4991，280136，97224，7001999141，3211，304150，48130，68656，18457，3092353，2741，7091，082149，73439，5812000146，6432，182144，46126，14746，54967，4311984，5761821，551170，03245，0212001154，0053，063150，94216，78952，324「．72，1774727，288978914150，15438，4552002132，269978131，29115，18243，40665，105442．5β531，054249184，89050，474200399，6551，32098，3356，09730，72257，0012483，657438172208，69081，7212GO3　49，8821509，7324602，2916，5142036780020，93910，00758，3591508；2094603，1744，130304000．1515，9366，455610，679010，6799322，9706，1700530502622，3534，62079，20109，2012833，2705，0850478503419，5867，50888，41908，4199482，960．　4，277o12082321．2，6867，04998，6501608，490L1652，4804，6350』　170301122，95910，762103，390．03，3902826482，1989014802414β938，581116，2844005，8842652，4052，81075．　259．403014，7405，537126，13＄0．6，ユ38203．2，340．3，写70　　　　　0．0．25α．1与飼．．31．1．5．．，．279（注）�@マリタイム・リサーチ社資料による。�A品目別はシングルものの合計。�B年別は暦年。せんきょう∫朋2004勲272面］50】oo0原油〔唖シ礪畑本・．ぺ・セ・湾／�梶C’　．一β11−1ローII‘「「一「ノ　　　　　．　r曜“　．「ーベ’　，「　一，〃．．　，’，’　，’@欧　　　．．／．湾ヤ．　　．励．．　本．．　　日／硝へ！〜眠しシルベ［99B〔年｝　　　　　1999．20σo2001εD02奪0じ3．2面：．〔静15050佃10o．Rd．20．q05．0　　0　．並物伽・ガ・列・米酵／躰・卿／繭．1ガルフ／日本，＼　　／ノ　．、　、@＼／∠　、一一＼．Kルフ／西欧．北米西岸／日本　　　　　　　．1998〔年｝19992000．．　　　脚1　　　　．．2002．2003ルO卜550姐．3020．．．ゆ口4．原油（ペルシャ湾／日本．・ペルシャ湾／欧米）ペルシャ湾／日．本ペルシャ．湾／欧米月次200120022003200ユ20022003最高最低最高最低最高最低最高最低最高最低最高最低1118．0080．0050．0034．75ユ61．00102．50、100．5082．5040．0035．00120．0075．00．292．5086．OO42．5037．50132．5067．5092．5070．OO40．0036．25117．5065．003103．0088．7537．0032．0016G．00105．0090．0070．0040．OO30．00145．0085．004『29．502＆00137．5042．00．85．0070．0031．0027．5097．0045．00575．0057．0062．0039．50109．5042．0063．5052．5048．7533．0090．0050．00641．5038．5035．0029．5090．0056．0040．0035．0042．503LOO70．00．．T2．50755．0043．50．50．0032．50．63．7545．0055．0042．5038．7529．5054．0042．50863．15．39．0035．0068．0041．00　　　．T7．5038．5032．5028．0057．5040．00992．0057．5045．0034．00135．007αGO82．5050．QO．42．502＆QG115．OQ5G．QO1085．0040．0099．7540．5078．0042．5070．OO37．5068．5G．42．5090．0047．50ユ21　141．00SQ．5Q33．50R6．OQ110．00P37．5Q62．50X9；G152．50P60，．fO102．50P33．7535．00SG．0032．00R5．OO72．50PG5．GO47．50WG．OG126．50P3字．5075．00．95．GG（注）�@日本郵船調査グループ資料による。�A単位はワールドスケールレート。�Bいずれも20万D／W以上の船舶による　　　もの。　�Cグラフの値はいずれも最高値。5，穀物（ガルフ／日本・北米西岸／日本・ガルフ／西欧）（単位：ドル／トン）ガルフ／日本北米西岸／日本ガルフ／西欧月次20022〔｝032002200320022003最高　　最低最高　　最低最高　　最低最高　　最低最高　　最低最高　　最低118，85　17，2027．90　27，2510．75一9，15　　8．88』2ユ8．60　16，8027．40．ユ1．00一9．25　　8．00邑319．90　．ユ8．4029．75一一一一422．00　20．00．34．00一　ユ7．00　15．00一522．00　20．9032．50　32．0012．25｝13．0720．25　　18．561孕，25　17・9531．25　．29．40一一11，35　10．7518．20718．90　17．6032．7511．90　11．25一『20．OO8一｝｝一一20．00923．9534．25　33．75｝一一20．GOユ024．60　24．0037．00『一一一1124，50　24，00『一一一一1ワ25．5G　24．7554．5G18．50一一　（注）�@日本郵船調査グループ資料による。�Aいずれも5万D／W以上8万D／W未満の船舶によるもの。�Bグラフめ値はいずれも最高値。28頓せんきょうノ碗2004．乏麩騨雛A旨．・．．「“睡」ト藤．こ醐靖i鍵擁描Fヒ‘」’謄畿搬4．．．斡・．謡塗r灘．．・己閲．・；．・辮．脳寮’．勃£．・．・を．羅．無．、・、．・念・．．鴎　　石炭（ハンプトンローズノ日本｝・鉄鉱石（ツバロン／日本・ツバロンン茜欧〕．1ドル，25．．2015105口．．石炭（ハンプトンローズ／日本）@　　　　　　　　＼．【、A　　、＼鉄鉱石iツバロン／日本）N．　、　、　、　　、ハ．　　　〆@　　ノ@　！@　！　／．^／へ．．P．．r　レ　唱．I．．／．　　．＼鉄鉱石（ツバロン／西里1997〔隼｝．1993．1田9即σo．2001．【ドル，．　25．400R5D20．aOD　25015．．2α⊃：10．　．1505．10050　　　0　　．O．．2�o．　　　　　　　　　　．1998【年｝．．運賃指数．．ハンディーNリーン．〆｝．．’．「．1．’　　　　r．：八ンデイ酒．ダーティ」．＼1、．．．．1‘　レ．1．`lw．！一@　、　　昌．．@！．、I　　　　、6　．h’　．I撃撃磨D1．．．@　1．レ＾、．�d　’　　．し．　．．’．∬も’．、．．堰@l　l．　4　　　　齪、　’．D．ｬ型．　　．ノ．．@’〉．．D’．D！D．、@．、．　　’．煤D’煤@∬．．．Dk’／　．@　＼ン．へへ@　や・＿ン　．中型ノ．へ＿’．．．　　　．．VしCC．．T99ヨ．Q000．．　　　．．2001．．：2002．2003S00．350．30D250．．200150．100．50．．o　．6．石炭（ハンプトンローズ／日本）・鉄鉱石．iツバロン／日本・ツバロン／西欧）（単位　．ドル／トン）ρハンプトンローズ／日本（石炭）ッバロン／日本（鉄鉱石）ッバロン／西欧（鉄鉱石）月次20022003200220032GO22003最高　　最低　　　　　　．．最高　　最低最高　　最低最高　　最低最高　　最低最高　　最低ユ一一一｝6．30　　4．409．40　　7．802一一8．50｝5．15　　4．508，80　　6．．253一一一一｝｝4一一一一5．508．95　　6．755』一一一．6．85．．　4．609．256一一一一4，75　　4．609．507一一一『4．457．058一一　一7．9013．75　　12．009一一｝一9．25　　8．9011．6010一一｝一6．1513．9011一一　一8．00　　6．6022．00　　18．2512一一一．　’　　　．　　　　　　　　．．．．　　．．@　一．．7．80F．Q1」OG「．．．．r．．1．．「（注）�@日本郵船調査グループ資料による。　�Aいずれも8万D／W以上15万P／W未満の船舶によるもの。　　�Bグラフの値はいずれも最高値。．7，タンカー運賃指数タンカ一　　運賃指数月次2001200220Q3VLCC中型小型H・DH・CVLCC中型小型H・DH・CVLCC中型小型H・DH・C1215ユ．8P17．22ユ7．3Q05．8346．3Q30．5277．4R22．937ユ．0S00．239．986．9126．1165．3148．198．6P33．3161．9P80．9165．6P86．8266．3Q67．1231．3Q45．6386．7158．4238．9294．7347．839．485．6115．8158．8149．9n4．0224．9275．6290．．O273．4494．1171．．3272．0299．0264．436ξ091．3116．6164．2148．5ユ28．6240．2294．0290．0328．258ユ．4160．3190．5295．7262．736．4105．4143．9194．2178．879．8150．4217．7200．O294．3660．7132．3182．8242．2264．149．989．9159．1204．0177．185．4156．2200．9235．0231．1752．21ユ4．2130．1223．62ユ3．840．196．8130．2200．8158．050．6110．5132．9250．0221．0850．8111．3148．0204．3208．244．683．313ユ．5166．8171．352．8103．2167．7197．522ユ．ユ973．．7ユ10．7153．6210．0ユ87．135．6．83．9109．6玉58．3．178．058．492．1138．2208．9233．11044．198．4ユ36．1162．8191．64LO8．3．3ユ18．1153．3154．957．9ユ20．4153．3202．0180．0ユユP239．494．0工28．1140．．8．149．373．3P02．7107．9P72．2137．5P75．8154．4P92．5173．5Q07．770．．4．158．4．．164．0258．3．213．3平均77．4143．1196ほ240．0260．048．297．8ユ32．5173．2166．2（注）�@ロイズ・オブ・ロンドンプレス発行のロイズ・シップマネジャーによる。（シッビング・ニューズ・インターナショナルは　　　ロイズ・オブ・ロンドンプレスと1987年11月に合併〉�Aタンカー運賃はワールドスケールレート。�Bタン．カー運賃指数　　　の5区分については、以下のとおり　�CVLCC：15万トン以上�P中型：7万〜15万トン　�S小型：3万〜7万トン　　◎H・D＝ハンディ・ダーティ：3万5000トン未満　��H・C＝ハンディ・クリーン：全船型。せんきょうノのz2004憩29ト総．籟灘諒姦鹸：・欝認癬錨識溢・燃口講鋸齢灘酒．灘・護纏細口鑑麗欝溢磁灘艶．薩総艦…内話．．調．?蜚ﾕ幽醗」．4504003日0300250200150100o用船料指数．貨物船定期用船料指数G躍鵡舗亀6）．．’一、　！　　　’@ハ�`ノ．．I圃1ノー　　トー　　　　ノ@　．＿π@！mぜ、ノA　　　　　　　　’貨物胎航海用船料指数．．．i1965．7〜196B．6＝1Q口｝1998【��1999’抑20Ol．200220034開蜻ﾋ姻350鋤250aoo15010050．o8σo60o姻�o．o．係船船腹．1000怩c刑W00．’．貨物船@1．．500@」　　「．．@　　、C、ノ　、　　　　�d〆ト1、．f．L／一．Dム．　，∩．；．．1．．：1．．400ゾ．．1�d∫、．A：1．^ンカー』ヤ　　’．．．．Dで、1、．．@　　’．D、　　　ノ、戸@’aoo．O．．199日〔隼｝．　　　　．L四9．．2000．2叩1．200a．2003．8，貨物船用船料指数貨物船航海用船料指数貨物船定期用船料指数月次19981999200020012002200319981999200020012002200312345678910．1112189．0P86．0P71．0P73．0P73．0P75．0P67．0P65．0P64．0P65．0P70．0P68．0166．0P70．0D169．GP72．OP73．0P76．0P79．0P78．0P85．0P85．0P95．GP92．0190．O撃�ｌ．0P90．0?Xユ．0P93．0Q02．0Q02．0Q03．0Q06．0Q07．0Q06．0Q00．0193．0P98．0P95；GQ00．0Q06．0Q05．0Q04．0P92．0P93．0P95．0P95．0P95．0195．0P99．0P99．0P99．0Q07．0Q02．〇@　　一Q01．0Q04．0Q04．0Q15．0　　　一216．0Q16．0Q16．QQ26．0Q35．0．229．0@　　−Q29．0Q35．0Q44．GQ44．0277．0Q54．0Q60．QQ62．0Q62．0Q92．0D266．0Q10．0Q08．0Q22．0Q31．0Q32．0231．0Q29．0Q19．QQ21．0Q38．0Q38．0Q26．0Q33．0Q38．0Q41．0Q54．0Q37．O222．0Q31．0Q31．QQ46．0Q52．0Q51．0Q64．0Q67．0Q71．0Q90．0Q78．0Q67，0．264．0Q67．0Q60．0Q58．0Q62．0Q72．0Q67．0Q53．0Q48．0Q49．0Q27．0Q31．0227．0Q32．0Q23．QQ59．0Q29．0Q44．〇@　　一Q40．0Q44．0Q68．0R45．0　　．　330．0R44．0R39．QR54．0R66．0R52．〇@　　一R77．0R6LOR81．0．．402．0．平均172．1178．3．ユ98．4197．．5．，．168．8245．5233．7255．8254．8209．3（注）�@ロイズ・オブ・ロ@　　はゴイズ・オブ・ロンドンプレスと正987年11月に合併）�A航海用船料指数は1965．ンドンプレス発行のロイズ・シップマネジャーによる。（シッビング・ニューズ・インターナショナル@　　　7〜1966．6≡1DO　定期用船料指数は1971≡1000C・9．，係船船腹量の推移．姻D880669　　49747384011　16610849700　05544一千，　　　，　　　　　　　　　　　，　　　，　　　　　．　，　　　，　　　，　　　，　　　，11　　　　11．11111．カンπG515157　46496048．622　28800974355　　57777タ千03ﾇ345．468　80G32444444　4555520船碑D千811053　93436519251　13380997755　　7653荏，　　　，　　　，　　　，　　　，　　　，　　　　　　　，　　　，　　　，　　　，　　　，111111　　1111．−物πG950751　6773056782．4　　57072887654　54423貨千，　　　｝　　　，　　　，　　　，　　　，　　　　　　，　　　，　　　，　　　，　　　，11111一　　　ユー111数隻167245　65339433321　2ユー00222．222　22222岬D895092　　745320250190　505760523312　　60ーユー0」千，　　　，　　　，　　　，　　　，　　　，　　　　　　　，　　　P　　　，　　　，　　　，　　　，1111ーユ　　一33333カンπG268257　25G260968933　375658766666　84555402タ千．数隻　　　　　　，　　　　　　，　　　　　　，　　　　　　，　　　　　　，　　　　　　1　1　1　1　1000212　　377807444444　444454軌よ20船物貨解D千πG．千数隻229801　239850432332　222222222222　222222イテ鯉D千πG千723396　647ーユ3788099　956688438211　ーユ6660，　　　，　　　，　　　，　　　，　　　，　　　　　　　，　　　，　　　，　　　，　　　，　　　，ユー1111　111112491754　498344837444　．416665779666　668880　　　　　　　　　Lクアン引ズイ01数隻190987　758781434333　333334口の行20船牌D千579391　362567798674　‘7G3694744433　110991，　　　，　　　，　　　，　　　，　　　，　　　　　　　，　　　，　　　，　　　，　　　，　　　，222222　222112発マ一物πG444731　785220597263　31．48223ユー100　887678オフ貨千，　　　，　　　，　　　，　　　，　　　，　　　　　　　，　　　，　　　，　　　，　　　，　　　，222222　111111ン数隻598673　683783655544　344334222222　222222イ〉片月123456　789101112佐30��ぜんきょう却7z2004　　轍　鵠　　一一一ﾒ集雑感・　当協会会長に草刈日本郵船社長が就任されて、半年が経過した。会長就任と同時に7つのタスクフォースが設置され、活発な議論・活動が展開されている。設置目的の一つである（と思われる）船協の活性化は既に実行されている感がある。当月報「せんきょう」の編集会議でもタスクフォースの動きをどのように取り上げるかが話題になっているが、「タイミングを見て……」という対応が現段階の結論となっている。事務局員の一人としてお叱りを覚悟で言わせてもらえば、7つのタスクフォースを関連付けて、その企図するところは何方か解説していただきたいと言うのが正直な気持ちである。　小職が担当している「港湾関連業務構造改革」は、水先問題を中心にした構造改革の推進であるが、その奥に幽るものは、日本が戦後の復興から経済発展を確実にするために執られた政策は、まさに当時護送船団であった我が国海運ゆえに可能であったが、それがグローバルな自由競争の下に置かれた現在、残津となっているようなものは取り払ってもらいたい。そして、時代にあった構造に変えていかなければならないと言うことだと思う。　かたや第二船籍問題はどうか。国際競争の中で生き残るために船社自らが好むと好まざるに拘らず選択した道である。しかし、日本の海運業界として少しマクロでものを見た場合、日本籍船が限りなくゼロに近づいている状況に対して、このままで良いのかという疑問がわく』会社の国籍と船の国籍が違うと言うのも変といえば変かもしれない。　いずれにしても、会員船社が企業の構造改革を成し遂げて復活した今日、業界も新しく、健康で、筋肉質の体に生まれ変わらなければならない。そのために船協が率先して汗をかくということを心して、仕事に励むしかない。　　　　　　　　　　　　　　日本船主協会　関連業務部長　井上　晃一一鵬一一一一ﾒ集委員名簿　第一中央汽船飯野海運川崎近海汽船川崎汽船日本郵船商船三井三光汽船三洋海運新和海運日本船主協会総務グループ総務チーム長ステークホルダーリレーションズマネジメントグループ法務・保険チームリーダー総務部課長lR・広報グループ情報広報チーム長調査グループ調整チーム長広報室マネージャー社長室経営企画課長代理総務部総務課長総務グループ次長総務・法規保険チームリーダー常務理事総務部長兼広報室長常務理事海務部長企画調整部長護国底企画窒長関連業務部長船員対策室長裏　　啓史鈴木康昭廣岡　　啓高山　　敦山田喜之大買英則遠藤秀己荒井正樹森　　均梅本哲朗植村保雄半田　牧園田裕一井上　晃高橋幸一郎�o戯一剛ﾒ集．後記一　お気づきになりましたでしょうか？応酬から表紙の色がきれいなグリーンに変わりました。緑色はくつろぎを与え、疲れを癒すという疲労した目や身体に一番楽な色なのだそうです。新年の慌しさを離れて少し「せんきょう」の表紙を眺めるだけでもリラックスできるかもしれません（もちろん内容も眺めてくださいね）。本年もこの「せんきょう」をどうぞ宜しくお願い致します。　　　　（N）せんきょう1月号　No．．522（Vol．44　No．．10）発　行麟平成16年1月20日創刊細召和35年8月10日発行所欝社団法人　日本船主協会〒102−8603東京都千代田区平河町2−6−4（海運ビル）丁EL．（03）3264−7181（系念務音区広幸侵室）編集・発行人�S梅本哲朗製　二二株式会社タイヨーグラフィック定　応酬4G7円（消費税を含む。会員については会費に含めて　　　購読料を徴収している）せんきょうμη2004鱒31●●●　●●　●　●●　●　o●●　●●　●　●　●　●　●●●　●　●●●　●　●●　●　o●●●　●　●　●　●　●●　●　●●o●　●　●●●●●　●．●　●　●　●●●●●●　　　　　　　　　　　　【海運税制キャンペ肉ン】●　●　●　o　●　■　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●●　四方を海に囲まれ、資源小国・貿易立国であるわが国にとって海運．は国め存立にかかわる重要産業ですが、わが国海運業は、、諸外国との競争において税制の上で大きなハンディキャップを負っています。　欧州先進海運国は、船舶のトン数を基準に法人税額を算出するトン数標準税制を相次いで導入．し、企業がこれを選択的に採用できるようにすることにより、海運業所得に対し大幅な減税を行い、自国海運の維持・発展を図っています。例えば、イギリスでは、海運の果たす役割の重要性から、海運業への実効税率は他産業のエ／10程度ときわめて低くなってい．ましたが、さらにトン数標準税制の導入によって、その半分程度に軽減し、自国海運を強化しています。　産業と国民生活の基礎を支えるわが国海運を維持していくため、税制上の競争条件を諸外国と同一にしていただきたい、というのが私たちの切なる願いです。　海運税制の充実・改善は、小泉内閣の構造改革が目指すわが国産業・経済の競争力の強化に資するものと、私たちは考えます。．トン数標準税制の導入国導入済み準備中オランダ、ノルウェー、ドイツ、イギリス、スペイン、ギリシャ、デンマーク、フランスなど米国、韓国、インドなどφ　　　　　　II＠・　諸外国　一。、。．．税日本に（誕　膨・ド‘’@ノノノ一船が支える日本の暮らし一社団法人日本船主協会http＝〃www．isaneしbr．lpノ（32舗せんきょう∫観2004」ドキュメント103．12．101：54PMページ21社団法人日本船主協会見よう11当協会は、ホームページの充実、各種の定期刊行物および統計の出版、PR映画の制作、さらには各種イベントの開催などを通して、海運の役割や重要性および当協会の活動を広く国内外にアピールしています。、　｝r　　　「1「　h　1引　L　　七．、／」甑＿日縫盤、　L岬【陶ヨli」h　　覧魯環境コーナーL翁オピニオン瀬・“5湘腰イン7写戸一シヨノ局躍�o隣‘」目熾閣謝「P　ゴh　卜“渇漏傍駅鱗「閃獅嬬断瞠調溺鳳噂フけミナールr“「昌顔．、．．層　　　　【「樗’「」陶，搾1剛」も日辱Φ墨田i轟ノκ−陸陸O融，げト鴇騨働，イスr【7フレ7トビ炉富罰．弼恥四剛調鯉一ワし　・・塗」　　　　　　　，曙ト附識　　�戟@鵬．’：。、1．．謂．1．、、翼I」匹繋闇叫’『町」　．m　　．7」　几　　　　5」　噛」　　　．　幽i　ゴー　幽r　」．．　FnFイr、7＝、��海運用語集用語解脱峨　白1　　」　」痢、蚊鍵LF¶｝　　町rrいし　’！噛　L「、L馬　��日本の新鋭船↓日細�潟Vリ幽ズコンアア働磯上＿�o�cンη一、r県，　署　画　凡　「ド　　�o虻。脚陶［　囲「、1　訓Y�o恨刎」クコカー　｛　　鵬�o　　．　一四i、占」LP聞しO国四　　　．　、．　一」�d駅屋ワ6．，ア「轡、・　OA6DI剛Al、『，苔風膠用£7［高η堵幽ハ　リLL鯛　艦‘」E　　，「臥u印瓢胆�o�o�o　y　　�o幾職動瓢�o�p「p　♂⊥＝　　鳥瞥　　，り具ハζ魔閥m三掌璽建髪博翼＾瓦　員戸響照欄哩曜79スツエイフ釦Uレカー．』hｲ晶こ5しんしあIJ70ダ，トワンカー“｛、　剛ER5附聞　　「脚　齢窪し�r1　．…巴　．　＿　＿《　　　F彫　刃【一，　　　鵬湘L’　lLP園�給r　轟　　鯛2旧召瓦　、　　〆�oi一　一・r�`rF璽杣Ri／　L−V　酬IM闇I　　　　　r翻屠魁、♂L，期肘5了ムR範�p脚鰍欝轡画R畔噛踊鯉　「脚レ耳閥＿　r価　　wLワ西ロ■L糊置．　　．＝戸・1’一一F「．隆昌」5へ舳鰍日本醍脇m門　　ろ�`トし．甲ト隔@幽＝ご」1「二bFI　　’r卜「．　　　　「1「■h．L@　已1哨1剣ｷ日h咀、r●腎寧7ｮノκ一月巳。こ�oSr−7！vレ詫り」」r−�薗７でトー」｝印r7諮モｱ一。lo弓」；ハ、L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一闘．ｩ西用語剰P用硝糊と@　　ro�D�Eogooooo^■▼‘7唖●7．　ちr”，脚防轟xf　．　Lト旧“コ．，．ﾚ鯛9イ闇7，」7眠7．■，山いゾ1D「“Dγ3，可？rみ＾「【Lよ‘L論F、昌昌ヂ”■’旧ひ』ノ■7勺｛ア　’【咽7，A馳�o　げ，．曜閃解1■邸　h圏咀聰旧唱馬Pr瀕尋剛幽澗7邸・咽1■P’口　　叩�．ρ7●彫厚　　13「」鼻亭馳幽Er，ウ■，．”同剛酬園　咽熔層，r”旧野rr閲．【70FFC層P　陀■．冒し”1噛隣　嗜@　　　　　　　　　■h噌・一事さ乙7．ルﾚ脚V6！7レ，トに∬零躍｡脳匿剛閏圃・「　甲愈，，ト伸“開』P｡てr，’区「帽ﾝ，【．κ噛Eワ【．レトFF．閲’D二四嵩1．1＝齢扁隔印〜L．、．斎亨’r｛．髄　　夢　Fp，．　rr9L糟“　　Fh」　　　　　　　　　　■■・馳8弔，晶▽．‘a星レ．ヴ．「’「「「胴「”「℃・証訟L噛　　　　　　　．　漁・’」胴冊．胚・「，「曜l竃rロ層　幽」u…f．7＝門畠y瓢LT」「叩脚曲@　　　　　　　　　■Lゆ海運用語集英文略語・解脱ρド．@　　、　L曜陛　L℃「「幽P　，剛零，【「幽曜”rr．’昼ﾇ6　頻．　瀬」L田．　「　，　「層軸■P．¶鴨，贈b「ド．鞠r酬丁卜．陶@　　　　　　　　　，1竪「」」5へせ臨旧本濃鴇睾Fρ　〔勿」■，．．L胸|c炉，｝，■卜唱｝四香｡嘱開　1一｝r　脚．「　ゐ　，−噛F軸．四FD齢巳“口■亀LP■，晶聞‘．　団．＝燭■−　．1’…贈　野甲噂　順，f■い「L「尋　，幽丹，　，F−「F　刷　昌響胸昌髄騨し　　目口嗣［目椰｝鯨に賭，．「寧邦ノ凡一儒墜。盈�o弓ピ」’，レスuり一コ闘硝？rr�jo」ノ，翻■帆ζ電レ9覧」励　馳圏禰】山？一陰b「79欄胃ずン7．A一り�@げ脳田岬コし飯陰用詔塾1酢虫剛百鞘乙　「“ウoo“ゆoo螂む。尊。　　ε｝oo（bO趣�Poし｝1昌融�J効蝋A隠魍【π”A凹。階殉響に3曜‘P國尾日�o瓢」iノ」’7卜r7「騨●8脳【国国�oo脚”脚唱。“囲硫ρ∩団」臨曜F》「、．｝鱒M軸闇脚．國「閣．蟹nlM一闘．尾．輸5【　mル阿F崩伽停．凹■梱齢曙叫鯛闘◎「．隅唄層」剛¶馬閑P酬k鳩　■1囲　，“踊’曜．L，　r昌　L■胴　■　「■伽．■．h「幽．墜町，■欄一Pr蹄■國¶望噸、“昌．．■m「p，“「咽　、層”1・M，．「“．胴閥「「炉mA凹■f醒h「匡」｝幽曙■「串陶昌煽，自ハ91，四隣　r即自Np．脚幽馬齢胴一rF凹一町．．噛国恥隔瞬�q卜【1■剛ε四　　　　　　　　　　Mr　轍1簡　1「嘔．惚■邸弓　　　　　　旧く■』．▽1，薗駄帥菌圭監魯「1「@n　F7F」．ρ．．闇闘岬　　　　　　一一一自層階回　　”．町「．．「隔　　　　　　　　　　　印咋…　　　ρ剛騨，一｝岬岡一　　　h一�o　　　　　　　　　　　噛F　F門可｝口・閲亀　＝�ob爾r　F　■，辱■口　　■●●「「．嶋「哨■凸，　FP　L、　　「戸　甲　胤E「避　■■，閣　”R．叩　暉　■　F　匹　P「　7ρ　「「「・亀聞四価轍卜「【　圃圃幽剛隔“．　「，冒●冨　．．司　剛’1■　F‘．四9・1し　’　　　「働■　細哨．印山　　　戸　ρ柵　　−　臨　麿柳　O＝，　陶司刷r「「・　零．　日陰1臨「卜　顧■，層　1．”「卜」「　■　引圃「巳四　藍昭ヒー旧卜．L壇四　　　『剛“噌L一一曜璽層r麟用　　口ρ國F．　’」　」．’←．FF�pL逍]」f二・r’1�e・死・1τ塗吊闇「　　　　　膳圃一剛「＝へ，7「『弓■，；∵；二丁；1；．＝1−＝、層’；レ馬．R「」■レヨ，蟹噂pr　，馳凹　　　　　　　　　　　齢F鵬，．　　　　　り剛…側隅騨一，　　　　’い・属概r　　‘り　r　　り�d‘ノYr．．　，　あ・L　　　　　　　　、�_・・　　、　馳ゴ　　一　⊇　　　、、♂鰯　鴨　�dr　’ギい1了　　’「「．rF「」一L　」」！倖．い」「「船が支える日本の暮らし　　　耀　笹じ」・p・n…5hip・w…5A…d・註。・　　http＝”www．lsanetor4Pノ（

